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ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ア
元
副
大
統

領
が
五
月
末
に
『An

Inconve
nient

Truth

（
あ
る
不
都
合
な

真
実
）』
と
い
う
本
を
出
版
し
、

同
時
に
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
リ
ー
映

画
も
公
開
し
た
（http://

www.climatecrisis.net/

）。
こ

の
本
を
読
ん
で
驚
い
た
の
は
、

私
が
責
任
編
集
し
た
『
気
候
変

動
＋
２
℃
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
刊
）
の
構
成
と
似
て
い
る
こ

と
だ
。
す
な
わ
ち
、
地
球
生
態

系
は
い
ま
大
変
な
状
況
に
あ

り
、
病
気
に
例
え
る
と
、
ま
だ

助
か
る
見
込
み
は
あ
る
も
の

の
、
本
格
的
治
療
を
受
け
る
の

に
あ
と
一
〇
年
も
な
い
か
も
知

れ
な
い
、
だ
か
ら
一
刻
も
早
く

治
療
を
受
け
な
さ
い
と
い
う
趣

旨
だ
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
科

学
力
に
も
驚
い
た
。
サ
マ
ー
シ

ー
ズ
ン
に
融
け
る
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
の
氷
床
は
、
一
九
九
二
年

に
沿
岸
部
の
わ
ず
か
一
部
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、
た
っ
た
一
三

年
で
島
全
体
の
三
分
の
一
に
ま

で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
衛
星

写
真
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
な
ど
を
見
る
と
、
ほ

と
ん
ど
も
う
手
遅
れ
か
も
知
れ

な
い
。

私
の
『
気
候
変
動
＋
２
℃
』

の
本
で
は
、
日
本
の
科
学
者
に

よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
危
険

な
気
候
変
動
が
発
生
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る「
二
度
Ｃ
突
破
」

は
二
〇
二
八
年
と
予
測
し
て
お

り
、
も
う
待
っ
た
な
し
の
状
況

に
来
て
い
る
と
思
う
。

一
方
、
カ
ナ
ダ
で
、
京
都
議

定
書
か
ら
離
脱
し
た
が
っ
て
い

る
と
さ
れ
る
保
守
党
の
ハ
ー
パ

ー
内
閣
が
四
月
に
誕
生
し
た
こ

と
で
、
世
界
の
温
暖
化
懐
疑
派

が
勢
い
付
き
、「
多
国
籍
懐
疑

派
連
合
」
と
い
う
六
〇
名
く
ら

い
の
グ
ル
ー
プ
が
、
議
定
書
を

議
論
に
か
け
ろ
と
い
う
公
開
書

簡
を
ハ
ー
パ
ー
首
相
に
送
っ

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
山
本
良
一
教
授
が
代
表
幹

事
を
務
め
る
「
エ
コ
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ
ー
（
環
境
効
率
）
と

エ
コ
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
特
別
研
究
会
」（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
。

http://www.speeed.org

）
は
先
月
三
十
日
か
ら
三
日
間
、

神
奈
川
県
箱
根
町
の
小
田
急
・
山
の
ホ
テ
ル
で
、
恒
例
の
合

宿
セ
ミ
ナ
ー
（
共
催
・
日
本
興
亜
損
保
）
を
開
き
、
八
〇
名

以
上
の
関
係
者
が
参
加
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
と

両
立
す
る
経
済
・
社
会
を
ど
う
実
現
す
る
か
」
で
、
学
識
者

や
会
員
企
業
等
に
よ
る
計
二
六
件
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
以

下
、
そ
の
主
な
講
演
要
旨
を
連
載
で
紹
介
す
る
。

た
。
こ
れ
に
対
し
、
由
々
し
き

事
態
だ
と
全
カ
ナ
ダ
の
一
二
三

名
の
科
学
者
が
立
ち
上
が
り
、

温
暖
化
の
進
行
は
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
で
地
球
環
境
に
大
変
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
つ
つ
あ
る

と
す
る
公
開
書
簡
を
首
相
へ
送

り
、
対
抗
し
た
。

私
が
こ
の
二
つ
の
書
簡
を
仔

細
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
懐
疑

派
連
合
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
約

半
分
は
名
誉
教
授
な
ど
現
役
で

な
い
教
授
で
あ
り
、
一
方
の
立

ち
上
が
っ
た
一
二
三
名
の
う
ち

六
〇
名
は
第
一
線
の
科
学
者
だ

っ
た
。
年
寄
り
の
懐
疑
派
と
第

一
線
の
科
学
者
の
主
張
の
ど
ち

ら
が
正
し
い
か
、
私
は
明
ら
か

だ
と
思
う
。

二
〇
〇
一
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
レ

ポ
ー
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然

変
動
」
派
か
ら
批
判
を
浴
び
た

が
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ア
カ
デ
ミ
ー
が
独
立
の
専
門
家

に
よ
る
パ
ネ
ル
を
設
け
、
関
連

の
膨
大
な
研
究
を
レ
ビ
ュ
ー
・

評
価
し
た
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

の
「
人
為
的
変
動
」
説
の
方
が

正
し
い
と
さ
れ
た
。

私
は
あ
と
四
、
五
年
が
人
類

に
と
っ
て
運
命
の
大
き
な
分
か

れ
道
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
政
界
、
経
済
界

の
リ
ー
ダ
ー
に
は
物
凄
い
大
き

な
責
任
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

彼
ら
は
強
く
自
覚
し
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
大
幅
な
削
減
に
向

け
、
一
刻
も
早
く
行
動
を
起
こ

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
本
教
授
は
、
二
十
二
日

（
土
）
十
九
時
五
十
七
分
か
ら

日
本
テ
レ
ビ
系
で
放
映
予
定
の

「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
に

出
演
し
、「
気
候
変
動
＋
２
℃
」

に
つ
い
て
講
義
す
る
。
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①
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やまもと  りょういち 

４
、
５
年
が
運
命
の
岐
路



環
境
省
の
「
環
境
と
金
融
に
関
す
る
懇
談
会
」
は
十
日
、
環
境
に
配
慮
し
た
金
融
活

動
の
拡
大
へ
向
け
、
金
融
機
関
や
企
業
、
個
人
、
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
果
た
す
べ
き

役
割
な
ど
を
整
理
し
た
提
言
「
環
境
等
に
配
慮
し
た
『
お
金
』
の
流
れ
の
拡
大
に
向
け

て
」
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
企
業
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
に
対

す
る
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
環
境
や
社
会
な
ど
非
財
務
情
報
の
自
主
的

な
開
示
を
推
進
。
こ
れ
を
機
関
投
資
家
が
適
正
に
評
価
し
、
金
融
機
関
が
魅
力
あ
る
商

品
と
し
て
提
供
、
個
人
も
自
身
の
お
金
の
使
わ
れ
方
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
持

つ
優
れ
た
「
環
境
力
と
金
融
力
の
融
合
」
を
目
指
す
べ
き
だ
と
強
調
し
て
い
る
。

環
境
や
法
令
順
守
、
地
域

貢
献
な
ど
社
会
的
側
面
を
含

め
て
企
業
を
評
価
し
、
投
資

す
る
社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ

Ｒ
Ｉ
）
は
、
欧
米
を
中
心
に

拡
大
。
そ
の
投
資
額
は
、
米

国
で
約
二
七
四
兆
円
、
英
国

で
約
二
二
兆
五
〇
〇
〇
億
円

に
上
る
。
一
方
、
国
内
で
は
、

最
近
で
こ
そ
、
大
手
行
な
ど

の
取
り
組
み
が
目
立
ち
始
め

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
投
資

額
は
約
二
六
〇
〇
億
円
に
過

ぎ
ず
、
世
界
的
に
遅
れ
て
い

る
の
が
現
状
だ
。

こ
の
た
め
、
提
言
で
は
、

各
主
体
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
整
理
。
約
一
五
〇
〇
兆
円

と
さ
れ
る
個
人
金
融
資
産
を

有
効
活
用
し
、
お
金
の
流
れ

を
環
境
や
社
会
的
に
配
慮
さ

れ
た
も
の
に
す
る
こ
と
で
、

「
日
本
の
活
性
化
と
品
格
づ

く
り
に
つ
な
げ
た
い
」（
小

池
百
合
子
環
境
相
）狙
い
だ
。

例
え
ば
、
企
業
に
お
い
て

笑
い
な
が
ら
環
境
問
題
の

大
切
さ
を
学
ぶ
「
三
遊
亭
京

楽
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席
〜
ス

ー
パ
ー
環
境
落
語
『
大
江
戸

区
エ
コ
ツ
ア
ー
２
０
３
０
』」

（
主
催
・
赤
坂
ス
ー
パ
ー
環

境
落
語
実
行
委
員
会
な
ど
）

が
八
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席
と
し
て

九
五
年
に
第
一
回
目
が
開
催

さ
れ
、
今
回
で
一
二
回
目
を

迎
え
た
。

に
お
け
る
透
明
性
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
融
資
方
針
な

環
境
税
は
、環
境
政
策
上
、

効
果
的
か
つ
効
率
性
の
良
い

手
段
―
―
。
経
済
開
発
協
力

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
加
盟

三
〇
カ
国
の
環
境
関
連
税
制

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
特
に
税

導
入
に
よ
る
「
価
格
シ
グ
ナ

ル
」
が
、
汚
染
者
に
対
し
て

生
産
や
消
費
の
際
の
意
思
決

定
時
に
そ
の
汚
染
費
用
を
認

識
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
な

ど
、
そ
の
有
効
性
が
明
ら
か

環
境
報
告
書
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報

告
書
の
第
三
者
審
査
業
務
な

ど
を
手
掛
け
る
審
査
機
関
一

一
社
で
構
成
さ
れ
る
日
本
環

境
情
報
審
査
協
会
（
Ｊ
―
Ａ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
。
事
務
局
・
東
京
都

新
宿
区
、
０
３
・
３
２
６

６
・
７
６
４
２
）
は
こ
の
ほ

ど
、
報
告
書
の
信
頼
性
向
上

を
目
指
し
て
独
自
運
営
す
る

「
環
境
報
告
書
審
査
・
登
録

制
度
」
で
、
初
の
審
査
・
登

録
マ
ー
ク
を
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
、
近
畿

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
三
社

に
対
し
て
発
行
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
企
業
が
発

経
済
産
業
省
は
十
四
日
、

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
従

来
の
「
モ
ノ
」
を
売
る
発
想

か
ら
「
機
能
」（
サ
ー
ビ
ス
）

を
売
る
発
想
へ
の
転
換
を
目

指
す
「
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
サ

イ
ジ
ン
グ
」
の
今
年
度
モ
デ

ル
事
業
で
、
い
わ
き
化
水
や

ス
タ
ー
ウ
ェ
イ
、
南
信
州
お

ひ
さ
ま
進
歩
、
日
本
リ
モ
ナ

イ
ト
、
ス
テ
ラ
環
境
科
学
な

ど
の
事
業
五
件
を
選
定
し

た
。 ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
学
術
振
興

財
団
は
二
十
六
日
、「
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
社
会
経
済
・
特

別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
共

催
・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
）
を
東

京
都
墨
田
区
の
ア
サ
ヒ
ア
ー

ト
ス
ク
エ
ア
で
開
催
す
る
。

同
財
団
の
西
野
伊
史
理
事

長
に
よ
る
シ
ン
ポ
の
趣
旨
説

明
を
始
め
、
東
京
大
学
生
産

技
術
研
究
所
の
山
本
良
一
教

授
や
武
蔵
工
業
大
学
の
川
村

久
美
子
助
教
授
、
立
教
大
学

の
高
岡
美
佳
助
教
授
ら
が
基

調
講
演
す
る
ほ
か
、
同
財
団

の
今
年
度
助
成
授
与
者
に
よ

る
研
究
計
画
の
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
る
予
定
。

参
加
無
料
。
定
員
一
五
〇

名
（
先
着
順
）。
問
い
合
わ

せ
は
、
同
財
団
事
務
局
（
０

３
・
５
６
０
８
・
５
２
０

２
）
ま
で
。

行
す
る
環
境
報
告
書
や
Ｃ
Ｓ

Ｒ
報
告
書
に
つ
い
て
、
内
容

な
ど
信
頼
性
に
関
す
る
一
定

の
基
準
を
満
た
す
と
判
断
さ

れ
た
も
の
に
対
し
、
独
自
の

審
査
・
登
録
マ
ー
ク
を
付
与

す
る
も
の
。
同
協
会
が
認
定

し
た
審
査
機
関
が
、
協
会
が

定
め
た
実
務
指
針
に
基
づ

き
、
そ
の
網
羅
性
や
正
確
性

な
ど
報
告
書
の
内
容
を
審
査

す
る
。
十
日
ま
で
に
、
七
件

の
報
告
書
に
対
し
て
マ
ー
ク

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

■
…
日
本
環
境
効
率
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
二
十
七
日
、「
環
境

効
率
最
新
動
向
セ
ミ
ナ
ー
」

を
東
京
都
江
東
区
の
日
本
科

学
未
来
館
で
開
催
す
る
。
東

京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の

山
本
良
一
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
の
ほ
か
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
や
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
、
東

芝
、
リ
コ
ー
の
担
当
者
ら
に

よ
る
事
例
紹
介
、
活
動
成
果

の
報
告
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

参
加
は
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
会

員
無
料
、
非
会
員
五
〇
〇
〇

円
。
定
員
二
六
〇
名
。
問
い

合
わ
せ
は
、
事
務
局
の
産
業

環
境
管
理
協
会
（
０
３
・
５

２
０
９
・
７
７
０
８
）ま
で
。

■
…
東
北
大
学
大
学
院
環
境

科
学
研
究
科
の
高
度
環
境
政

策
・
技
術
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人

材
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
ａ
Ｔ
）
は
二
十
四
日
、
第

一
回
セ
ミ
ナ
ー
「
求
め
ら
れ

る
環
境
経
営
・
政
策
の
リ
ー

ダ
ー
と
は
」（
共
催
・
イ
ー

ス
ク
エ
ア
）
を
東
京
都
港
区

の
東
京
都
庭
園
美
術
館
で
開

催
す
る
。

参
加
無
料
（
定
員
五
〇
名

程
度
）。
詳
細
は
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

ａ
Ｔ
の
Ｈ
Ｐ
（http://www.

semsat.jp

）
ま
で
。

に
な
っ
た
と
強
調
し
て
い

る
。
一
方
で
、
導
入
反
対
派

の
主
要
な
根
拠
と
さ
れ
る
産

業
競
争
力
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
特
定
部
門
に
対
し
税

収
を
充
当
し
た
り
、
関
税
や

輸
出
補
助
金
な
ど
国
境
を
越

え
る
税
制
と
の
調
整
な
ど
で

回
避
可
能
だ
と
指
摘
し
た
。

調
査
結
果
は
「
環
境
税
の

政
治
経
済
学
」に
ま
と
め
た
。

合
計
約
三
七
五
件
の
環
境
関

連
税
を
始
め
、
手
数
料
及
び

課
徴
金
約
二
五
〇
件
を
分
析

し
た
。
そ
の
総
額
は
加
盟
国

全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
〜
二
・

五
％
を
占
め
、
日
本
の
税
収

は
加
盟
国
中
、
米
国
、
カ
ナ

ダ
に
次
ぎ
三
番
目
に
低
か
っ

た
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
）。

ど
に
環
境
や
社
会
へ
の
配
慮

を
反
映
、
魅
力
あ
る
商
品
作

り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
。同

省
で
は
、提
言
を
受
け
、

施
策
の
具
体
化
へ
向
け
、
他

省
庁
に
も
協
力
を
呼
び
掛
け

た
い
考
え
。

は
、
有
価
証
券
報
告
書
な
ど

に
非
財
務
情
報
を
自
主
的
に

開
示
す
る
こ
と
で
、
投
資
判

断
材
料
を
積
極
的
に
提
供
す

べ
き
だ
と
指
摘
。
ま
た
、
機

関
投
資
家
は
、
環
境
（
Ｅ
）、

社
会
（
Ｓ
）、
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
Ｇ
）
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」
へ
の

取
り
組
み
が
企
業
の
競
争
力

強
化
に
つ
な
が
る
と
の
認
識

を
普
及
し
、
長
期
的
な
視
点

で
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
運
用
評
価
を
行

う
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

金
融
機
関
は
、
企
業
評
価

本
書
は
、
地
球
環
境
戦
略

研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
が

こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
で
行
っ
て
き
た
環
境
戦
略

研
究
活
動
の
成
果
を
ま
と
め

た
集
大
成
で
、
初
の
「
白
書
」

と
し
て
発
行
し
た
も
の
。

気
候
、
森
林
、
都
市
政
策
、

水
、
産
業
、
教
育
の
各
分
野

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
環
境

問
題
の
現
状
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
解
決
の
た
め
に
必

要
な
施
策
や
戦
略
な
ど
に
関

す
る
提
言
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。税

込
み
二
九
四
〇
円
。
技

報
堂
出
版
刊
。

Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
白
書

〜
持
続
可
能
な
ア
ジ
ア
・

２
０
０
５
年
以
降
の
展
望

地
球
環
境
戦
略

研
究
機
関
　
編

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会

シ
ン
ポ
を
26
日
開
催

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

学
術
振
興
財
団

グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
サ
イ

ジ
ン
グ
で
５
件
を
採
択

経
産
省
の
モ
デ
ル
事
業

（第３種郵便物認可） （毎週水曜日発行） 平成１8年（2006年）7月19日（水曜日） （2）環境経営総合

京
都
議
定
書
に
現
在
参
加
し

て
い
る
国
の
炭
酸
ガ
ス
排
出
量

は
世
界
全
体
の
三
〇
％
に
過
ぎ

ず
、
京
都
以
降
の
将
来
枠
組
み

で
は
す
べ
て
の
国
、
と
り
わ
け

二
五
％
を
占
め
る
ア
メ
リ
カ

や
、
一
五
％
の
中
国
、
五
％
の

イ
ン
ド
を
始
め
と
す
る
途
上
国

を
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
枠
組
み
の
期
間
も
京
都
議

定
書
の
よ
う
な
た
っ
た
五
年
で

は
な
く
、
一
五
な
い
し
二
〇
年

の
長
い
ス
パ
ン
を
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
交

渉
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
今

の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
で
は
政
策
変

更
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
見
方

が
一
般
的
だ
が
、
国
際
的
な
枠

組
み
に
入
り
協
力
し
て
行
く
べ

き
だ
と
い
う
国
内
の
流
れ
が
、

特
に
議
会
で
起
き
て
お
り
、
こ

こ
一
〜
三
年
の
間
に
大
き
な
変

化
を
来
た
す
の
で
は
な
い
か
。

私
の
今
の
展
望
で
は
、
も
う
し

ば
ら
く
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
が
参

加
し
て
く
る
可
能
性
は
か
な
り

あ
る
と
思
う
。

一
方
、途
上
国
に
つ
い
て
は
、

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
が
で
き

た
九
二
年
や
、
京
都
議
定
書
が

で
き
た
九
七
年
当
時
か
ら
は
時

代
が
変
わ
っ
て
お
り
、
今
の
世

界
経
済
に
お
け
る
存
在
感
の
大

き
さ
を
考
え
る
と
、
明
ら
か
に

炭
酸
ガ
ス
の
削
減
で
き
ち
ん
と

し
た
協
力
、
行
動
を
し
て
頂
か

な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
先

進
国
の
歴
史
的
な
責
任
論
が
い

つ
ま
で
も
今
の
よ
う
な
力
を
持

つ
べ
き
で
は
な
い
と
我
々
は
盛

ん
に
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
主
張
が
必
ず
し
も
通
る
よ

う
な
状
況
に
は
な
い
。

地
球
の
平
均
気
温
の
上
昇
を

例
え
ば
「
二
度
Ｃ
」
未
満
に
抑

え
る
に
は
、
世
界
の
炭
酸
ガ
ス

の
排
出
量
を
、
二
〇
二
〇
年
あ

る
い
は
二
〇
二
五
年
頃
を
ピ
ー

ク
に
そ
れ
以
降
は
減
少
傾
向
に

し
、
二
〇
五
〇
年
く
ら
い
に
は

全
体
の
五
〇
％
程
度
ま
で
削
減

す
る
必
要
が
あ
る
と
、
科
学
者

の
間
で
は
ほ
と
ん
ど
共
通
認
識

と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
の
よ
う
な
調
子

で
交
渉
し
て
い
る
現
状
だ
け
か

ら
展
望
す
る
と
、
途
上
国
を
含

む
世
界
が
あ
と
数
年
で
覚
悟
を

決
め
、
そ
う
し
た
炭
酸
ガ
ス
の

大
幅
な
削
減
に
向
け
て
合
意
で

き
る
か
と
い
う
と
、
個
人
的
に

は
な
か
な
か
そ
う
思
え
な
い
。

仮
に
ア
メ
リ
カ
が
参
加
し
て

来
た
と
し
て
も
、
途
上
国
は
自

分
達
の
経
済
発
展
、
生
活
水
準

の
向
上
の
た
め
に
排
出
を
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
今

の
状
況
か
ら
、
急
に
全
地
球
的

な
連
帯
感
を
持
ち
始
め
、
す
ぐ

に
大
幅
な
排
出
削
減
に
向
か
う

と
は
考
え
に
く
い
。

そ
れ
で
は
、
我
々
政
策
担
当

者
は
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。

少
な
く
と
も
私
が
こ
の
問
題

に
か
か
わ
り
合
っ
て
以
来
、
今

現
在
た
ど
り
着
い
て
い
る
考
え

と
し
て
は
、
京
都
議
定
書
的
な

や
り
方
を
最
後
の
最
後
ま
で
追

及
し
て
も
大
幅
な
削
減
が
難
し

い
場
合
、
非
常
に
単
純
化
し
て

言
え
ば
、
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど

に
対
し
、
単
に
削
減
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
自

ら
乗
り
込
ん
で
行
き
、
一
〇
年

な
い
し
二
〇
年
の
間
に
効
率
性

の
高
い
燃
焼
機
器
や
発
電
施
設

な
ど
を
始
め
、
技
術
移
転
を
徹

底
し
て
推
し
進
め
る
。
い
わ
ば

二
十
一
世
紀
の
「
マ
ー
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
」
よ
う
な
仕
組
み
を
ア

ジ
ア
で
実
行
し
て
い
く
。
そ
う

い
う
新
た
な
次
元
の
こ
と
も
考

え
て
行
か
な
い
と
、
こ
の
問
題

は
解
決
し
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
我
々
政

府
が
、
京
都
議
定
書
な
い
し
は

そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
を

決
し
て
軽
視
し
て
い
る
の
で
は

全
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ぜ

ひ
と
も
ご
理
解
頂
き
た
い
。

最
後
に
、
日
本
は
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
将
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
欧
米
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
長

い
大
競
争
を
展
望
す
る
と
、
い

ち
早
く
脱
カ
ー
ボ
ン
に
向
か
っ

て
こ
そ
、
我
が
国
の
競
争
力
は

強
ま
る
。

日
本
は
ま
ず
脱
カ
ー
ボ
ン
を

国
の
旗
頭
に
掲
げ
、
そ
れ
に
向

け
た
国
論
が
大
き
く
喚
起
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

地
球
温
暖
化
編
②

環
境
環
境
と
両
立
両
立
す
る
経
済
社
会

経
済
社
会 

環
境
環
境
と
両
立
両
立
す
る
経
済
社
会

経
済
社
会 

環
境
と
両
立
す
る
経
済
社
会 

―
― 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
よ
り 

② 気候変動担当政府代表気候変動担当政府代表 
地球環境問題担当大使地球環境問題担当大使 西村 六善氏 西村 六善氏 

にしむら  む つ よ し  
気候変動担当政府代表 
地球環境問題担当大使 

″脱
炭
素
″を
国
の
旗
頭
に

ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
で
開
か
れ
て
い
た
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト

（
先
進
八
カ
国
首
脳
会
合
）
が
十
七

日
、
三
日
間
の
会
期
を
終
え
閉
会
し

た
。
今
年
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
長
引

く
原
油
高
や
新
興
国
で
の
需
要
増
な

ど
を
背
景
に
、「
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
」が
主
要
議
題
と
さ
れ
、

そ
の
原
則
に
関
す
る
政
治
宣
言
や
七

分
野
の
行
動
計
画
か
ら
な
る
特
別
文

書
が
採
択
さ
れ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
気
候
変
動
問
題
と
密
接

不
可
分
、表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。

採
択
さ
れ
た
特
別
文
書
に
は
当
然
な

が
ら
、
こ
の
問
題
へ
の
対
処
の
必
要

性
や
一
定
の
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て

は
い
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
目
先
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給

へ
の
関
心
が
主
で
あ
り
、
気
候
変
動

問
題
が
主
要
テ
ー
マ
と
さ
れ
た
昨
年

の
サ
ミ
ッ
ト
を
踏
ま
え
、
更
な
る
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
強
い

政
治
的
意
思
が
感
じ
ら
れ
な
い
点
は

残
念
で
あ
る
。

今
回
の
政
治
宣
言
に
お
け
る
主
な

環
境
面
の
原
則
を
見
る
と
、
昨
年
の

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
気
候
変

動
、
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
行
動
計

画
」
の
対
話
推
進
を
再
確
認
す
る
こ

と
や
、
国
内
・
国
際
的
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
通
じ
た
省
エ
ネ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
化
の
た
め
の
措
置
の
推
進
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
半
面
、
新
た

な
考
え
な
ど
は
特
に
見
受
け
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
肝
心
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
も
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
及
び

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
向
上
」
で
、
経
済

発
展
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
度

を
低
減
す
る
た
め
の
国
別
目
標
を
検

討
し
、
年
末
ま
で
に
報
告
す
る
と
い

っ
た
一
部
の
項
目
を
除
い
て
は
、
具

体
性
に
欠
け
る
も
の
も
少
な
く
な

い
。「
気
候
変
動
及
び
持
続
可
能
な

開
発
へ
の
取
り
組
み
」に
至
っ
て
は
、

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
の
究
極
目
的

へ
の
公
約
を
再
確
認
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
引
き
続
き
努
力
す
る

と
い
っ
た
調
子
の
、
現
状
説
明
の
域

を
出
な
い
項
目
な
ど
の
羅
列
に
終
始

し
て
お
り
、
お
世
辞
に
も
行
動
計
画

の
名
に
値
す
る
と
は
言
え
な
い
。

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
に
、
と
り
わ
け
国

際
交
渉
絡
み
の
案
件
で
過
大
な
期
待

を
寄
せ
る
に
は
元
々
無
理
が
あ
る
。

し
か
し
、
先
進
各
国
が
足
並
み
を
揃

え
、
Ｃ
Ｏ
２
の
大
幅
削
減
に
向
け
た

姿
勢
を
自
ら
示
し
得
な
い
限
り
、
ポ

ス
ト
京
都
議
定
書
の
将
来
枠
組
み
を

巡
る
特
に
途
上
国
と
の
交
渉
は
、
難

航
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
中
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
（
世
界
自

然
保
護
基
金
）
は
、
今
回
の
サ
ミ
ッ

ト
に
向
け
、
Ｇ
８
各
国
が
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の

よ
う
な
規
模
の
「
気
候
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
安
全
計
画
」
に
着
手
す
べ
き
だ

と
提
言
し
た
。
具
体
的
に
は
、
途
上

国
等
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
劇
的
に
改

善
し
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
今
後
一
〇

〜
一
五
年
後
に
減
少
へ
向
か
わ
せ
る

た
め
、
現
在
Ｇ
８
各
国
が
化
石
燃
料

に
補
助
し
て
い
る
年
間
二
五
〇
〇
億

ド
ル
規
模
の
補
助
金
を
そ
の
財
源
へ

振
り
向
け
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

サ
ミ
ッ
ト
の
特
別
文
書
で
言
及
さ

れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
い
わ
ゆ

る
国
連
プ
ロ
セ
ス
と
は
別
の
、
実
効

が
期
待
さ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
Ｇ
８
各
国
の

官
民
及
び
国
際
機
関
は
、
同
計
画
の

よ
う
な
ア
イ
デ
ア
の
実
行
に
向
け
、

一
体
と
な
っ
て
協
力
す
べ
き
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

社　説

温
暖
化
防
止
へ
環
境
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
を

環
境
力

環
境
力
と
金
融
力

と
金
融
力
を
融
合
融
合
へ 

環
境
力
と
金
融
力
を
融
合
へ 

企
　
　
業
　

非
財
務
情
報
開
示
を

金
融
機
関
　

魅
力
あ
る
商
品
作
り

環
境
税
は
効
率
的
な
手
段

競
争
力
へ
の
影
響
回
避

O
E
C
D
が

加
盟
国
調
査

３社に初めての

審査マーク発行
環境情報審査協会

都内でチャリティー寄席
環境の大切さ笑いで学ぶ

環
境
省
懇
談
会
が
提
言

今
回
の
演
目
は
環
境
を
テ

ー
マ
に
し
た
「
大
江
戸
区
エ

コ
ツ
ア
ー
２
０
３
０
年
」。

二
〇
三
〇
年
、
東
京
に
「
大

江
戸
区
」
と
い
う
新
し
い
区

が
誕
生
し
た
。
江
戸
時
代
の

暮
ら
し
を
再
現
す
る
大
江
戸

区
を
探
索
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー

が
物
語
の
舞
台
。
ツ
ア
ー
に

参
加
す
る
人
た
ち
が
忘
れ
て

い
た
環
境
の
大
切
さ
を
思
い

出
し
て
い
く
さ
ま
を
京
楽
氏

（
写
真
）
が
笑
い
と
感
動
を

交
え
な
が
ら
語
っ
た
。

当
日
に
は
家
族
連
れ
な
ど

も
多
く
参
加
し
た
。

環境問題の今が読める環境新聞社発行の本 環境問題の今が読める環境新聞社発行の本 
産廃処理業の優良化を考える　 環境新聞編集部編 

環境再生医 ―環境の世紀の新しい人材育成を目ざして― 
自然環境復元学会　監修　NPO法人自然環境復元協会　編 

環境再生医とは、環境の復元・再生に際して、あたかも
お医者さんのように、環境の現状を診察し、処方をたて、
治療をほどこし、さらにケアーをおこなう環境の専門
医のことである。本書は、過去２年間の環境再生医検定
講習会で使用されたテキストを再編成し、最新の情報
を盛り込んで取りまとめたもので、受講希望者のみな
らず、環境にかかわる知識を広く学びたい方にも最適。 

●B5判／128頁／ 定価2,730円（税込み） 

経営者から始める戦略的環境マネジメント 
井上求・ＣＥＡＲ登録環境主任審査員　著 

産業廃棄物の不法投棄や土壌汚染の発覚など、環境汚
染に関わる事件が跡を絶たない。しかし、いまや今や企
業にとって経営を環境面から見直すことがは必須条件。
本書では、トップマネジメントが理解すべき事柄や現
場スタッフがなすべき事項について分かりやすく解説
しており、今後導入が見込まれる中小企業の環境マネ
ジメントには最適な実用書。 

●B5判／154頁／ 定価2,000円（税込み） 

本書は仏教、キリスト教、イスラム教、ユダヤ教の自然
観や環境観をまとめた我が国初の書。宗教は環境を救
えるのかをテーマに、宗教家や哲学者、自然科学者がさ
まざまな角度から解説している。自然を守るために宗
教や哲学の力が重要だと感じる人への入門書。 

●A5判／224頁／ 定価2,100円（税込み） 

産業廃棄物処理市場の健全化、適正化を目指す「産業廃
棄物処理業優良化推進事業」が注目されている。環境新
聞では、2004年７月から「産廃処理業の優良化を考える」
をテーマにした関係者へのインタビュー記事を掲載。
本書は掲載された35人のインタビュー記事をまとめた
もの。これからの産業廃棄物処理を考えるには参考に
なる一書。 

●A5判／110頁／ 定価1,050円（税込み） 

環境問題の研究に長年携わり、大学で環境論関連の講座を担当し
ている筆者が、地球環境や廃棄物など16の主な環境問題について、
理工系の研究者や学生のみならず、一般の人にも理解できるよう
分かりやすく解説。見解が分かれる問題にも、より科学的視点から
アプローチ。環境問題を科学的、客観的に学びたい人、教えたい人
に最適な入門書。    ●B5判／240頁／ 定価2,835円（税込み） 

環境と宗教　　溝口 次夫、リチャード・ワイスバード　編著 

２１世紀の環境学　　　　　　 牧野国義　著 

　新しい最終処分場である「クローズドシステム（CS）処分場」の着
工件数が年々増加し、その優位性が明らかになりつつあるため、自
治体関係者を中心に正確な知識と情報が求められています。本書は、
CS処分場に関する国内唯一の団体である同研究会が、その基本的事
項を解説し、供用中の施設などを分かりやすく紹介しています。 
●B5判／184ページ／定価3,675円（税込み） 

クローズドシステム処分場 絵 で み る 
花嶋正孝福岡県リサイクル総合研究センター長、 
古市徹北海道大学大学院工学研究科教授・監修 
クローズドシステム処分場開発研究会・編著 

新 刊 新 刊 新 刊 新 刊 

環境問題の今が読める環境新聞社発行の本 

ご購入申し込み書（下記にご記入のうえ、ファックスにてご注文ください）  販売課　FAX.03-3351-1939
　　　　 （〒　　　－　　　　　） 

ご住所　　　　　　都道　　　　　　　市区 
　　　　　　　　　府県　　　　　　　町村 

会社名 
団体名 

お電話番号　（　　　　）　　　　－ 

書籍名（　　　　　　　　　　　  　）を　 　 部  購入します 

所属・ 
お名前 

●10冊以上まとめてお買い上げの場合、送料弊社負担となります。●商品到着後、 
代金（消費税含）+送料を、商品と同送の振込用紙でお支払いください 
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古古米か木粉を使用した 
骨材と再生紙を使用 

【本社】電話０８７７・７９・２２２１ 
http://www.shikoku.ne.jp/kampura/

澱粉質70%以上の 
バイオマスシート 

電話０９６・２１１・５０２０ 
http://www3.ocn.ne.jp/̃direct/

唯一の植物由来エンプラ 

【機能性樹脂営業本部】電話０３・５２５１・９９１７ 
http://www.arkemagroup.com

　アルケマが過去 50年近くにわたって製造・販売して
いるポリアミド11（PA11）、製品名リルサン（登録商標)
Ｂは、ヒマの種子中に含まれるヒマシ油を原料とする
11－アミノウンデカン酸の縮重合によって得られる融
点185度の脂肪族ポリアミドであり、現在「唯一の植物
由来エンプラ」となる 。ポリ乳酸の様な生分解性はな
いが、PLAや PPの物性と比較しても優れた加工性、耐
薬品性、耐熱性、マイナス40度まで耐衝撃性、バリア性、
耐屈曲疲労性、耐磨耗性を有している。そのため、こ
れまで主として燃料チューブやトラックのエアブレー
キチューブ等の自動車用途に使用されてきた。リルサ
ンBポリアミド 11を用いることにより、これまでポリ
乳酸では展開が困難であった用途に植物由来の材料を
使用することが可能になる。 
　同社では、リルサンBポリアミド 11の数多くのグレ
ード（射出成形用および押出成形用）を取り揃えている。 

通常設備で製造でき 
静電気が少ない新素材 

【本社】電話０２５・５２７・３７５１ 
http://www.afj.jp

　アグリウッドは、上越市（新潟県）のベンチャー企
業「アグリフューチャー・じょうえつ」が、独自に開
発したバイオマス（植物由来資源）と熱可塑性樹脂を、
特許出願済の特殊相溶化技術で複合化した、各種成形
性に優れた環境に優しいバイオマスプラスチック。特
徴は、燃やしても有毒ガスの発生が無く、焼却灰も殆
ど発生しない。通常の加工設備で製造することができ、
リサイクルも可能。生分解性機能を付与することもでき、
静電気の発生が一般プラスチック製品に比べ著しく少
なく塗装性に優れることである。 
　間伐材・製材端材からつくられるアグリウッドは木
の剛性と温もりを持ち、耐熱性・寸法安定性・塗装性
に優れており、現在、山中漆器（塗り盆）、学校給食用
トレーなどに利用されている。非食用米（政府備蓄米）
からつくられるアグリ
ウッドは成形性に特に
優れ、射出・押出・フ
ィルムなど各種成形が
可能で、現在、フィル
ム成形「ライスポリ」
はゴミ袋・レジ袋・米
袋などに利用されてい
る。 

アルケマ 

リルサンBポリアミド11
アグリフューチャー・じょうえつ 

アグリウッド 
オ・ディ・エス 

エコスターチ 
カンプラ工業 

エコうちわ 

　社団法人日本有機資源協会は、バイオマスマークを定めて、

昨年以来認定事業を行っている。マークと認定商品の普及を

目指して、随時紹介する企画の第三回目。 バイオマスマーク認定商品のご案内（4） バイオマスマーク認定商品のご案内（4） 

　カンプラ工業の「エコうちわ」は「国産バイオマス」
を「骨材」に利用し化石資源を節約できる環境配慮型
商品。 
　骨材には二種類あり、それぞれバイオマスマーク商
品の認定を受けている。認定番号第050187号は、「造膜
作用を高めた古古米」と「ポリプロピレン樹脂」を特
殊相溶化技術で複合
化した新素材を利用
して「うちわ骨」を
成型している。認定
番号第050188号は、「熱
可塑性を付与した木粉」
と「ポリプロピレン
樹脂」を特殊相溶化
技術で複合化した新
素材を利用して「う
ちわ骨」を成型して
いる。それぞれ平柄
タイプとなっている。 
　紙にも、もちろん
再生紙を使用した環
境に配慮した「エコ
うちわ」である。 

　エコスターチシートは、とうもろこし澱粉質を 70％
以上活用した環境にやさしいバイオマスシート。一般
プラスチックとほぼ同様の機能を有しながら、化石資
源の節約、二酸化炭素排出の大幅削減による地球温暖
化抑制とバイオマス循環型社会の形成に貢献できる。
燃焼時の発生二酸化炭素はプラスチックの約4分の1程
度、また燃焼値が低いことから有毒ガスの発生が無い。 
　エコスターチシートは、高い澱粉含有率を保ちなが
らシート化することによ
り、量産化およびコスト
ダウンに成功した。（国
際特許出願済）化石由来
原料の比率が低いことか
ら、原油価格動向の影響
が軽微である。 
　エコスターチシートの
加工成形は、従来プラス
チックシート用の設備に
て対応出来る。耐熱性、
耐寒性に優れており、使
用用途としては、各種食
品容器、工業用品容器な
ど様々な可能性が広がる。 

  引張強度 引張伸び 曲げ強度 曲げ弾性率 荷重たわみ Izod 
      温度 衝撃強度 
 単位 MPa % MPa MPa  （455KPa）℃ （23℃）J/m 
 PLA 73 6 119 3300 54 30 
 PP 22 55 25 1000 85 65 
 PA11※ 52 300 45 1000 145 400
※標準射出成形グレード 

代表的物性 

「コインサーブ・コスモス」販売開始 「コインサーブ・コスモス」販売開始 
沖
電
気
「
製
品
含
有
化
学
物
質
情
報
シ
ス
テ
ム
」 

同
社
は
情
報
や
通
信
な
ど

の
社
内
コ
ア
技
術
を
活
用

し
、
グ
ル
ー
プ
企
業
を
含
む

全
社
的
な
枠
組
み
で
購
入
部

品
や
材
料
に
含
ま
れ
る
含
有

化
学
物
質
の
調
査
情
報
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
ユ
ー
ザ
ー
報

告
を
行
う
情
報
シ
ス
テ
ム

「
コ
ス
モ
ス
」
を
構
築
・
運

用
。
こ
れ
を
製
造
業
な
ど
外

部
向
け
に
販
売
も
し
て
お

り
、
既
に
二
〇
社
強
が
採
用

し
て
い
る
。

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
６

３
が
、
八
月
中
に
も
発
行
す

る
見
通
し
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
環
境
監
査
研
究
会
の
後

藤
敏
彦
代
表
幹
事
に
、
同
規

格
の
概
要
や
環
境
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
る
動
向
な

ど
を
聞
い
た
。（
池
田
正
史
）

◇
　
　
　
◇

規
格
は
、
情
報
の
出
し
手

と
受
け
手
の
双
方
に
と
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
原
則
を
守

っ
た
ら
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
き
る
か
、
そ
の

方
向
性
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
考
え
方
を
用
い
て
示
す

も
の
。
国
際
標
準
化
機
構

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
作
業
部
会

（
Ｔ
Ｃ
２
０
７
／
Ｗ
Ｇ
４
）

で
実
施
さ
れ
た
最
終
規
格
原

案
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）
に
対
す
る

投
票
で
賛
成
票
が
多
数
を
占

め
、規
格
発
行
が
決
ま
っ
た
。

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
上
で
注
意
す
べ
き

点
と
し
て
は
、
大
企
業
は
、

海
外
子
会
社
や
グ
ル
ー
プ
会

社
ま
で
含
め
て
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

特
に
環
境
Ｐ
Ｒ
を
行
う
際

に
は
、「
環
境
に
や
さ
し
い
」、

「
環
境
に
良
い
」
と
い
っ
た

あ
い
ま
い
な
表
現
を
避
け
る

必
要
が
あ
る
。環
境
影
響
は
、

単
純
に
割
り
切
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ

ス
の
効
果
が
混
在
す
る
「
ト

レ
ー
ド
オ
フ
」
の
関
係
に
あ

る
た
め
だ
。
例
え
ば
あ
る
化

学
物
質
の
有
害
性
を
低
減
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
余
計
に
使
っ

て
し
ま
い
、
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
に
な

っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
最
近
の
ラ
イ
オ
ン

の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
に
、

原
料
生
産
国
に
お
け
る
生
物

多
様
性
や
人
権
の
問
題
に
対

し
て
無
関
心
過
ぎ
る
。
今
後

は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）
が
よ

り
重
視
さ
れ
る
の
で
、
一
次

購
入
先
だ
け
で
な
く
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
末
端
ま
で

含
め
た
配
慮
が
必
要
だ
。

一
方
、
中
小
企
業
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
以
前
に
取

り
組
み
を
始
め
な
い
と
意
味

が
な
い
。
グ
リ
ー
ン
調
達
が

猛
烈
な
勢
い
で
進
ん
で
お

り
、
大
企
業
か
ら
取
引
を
打

ち
切
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
対
応
が
必
要
だ
。

千
葉
県
環
境
計
量
協
会

（
千
環
協
）
は
十
四
日
、
創

立
三
〇
周
年
記
念
式
典
を
千

葉
市
中
央
区
の
京
阪
ホ
テ
ル

ミ
ラ
マ
ー
レ
で
開
催
し
、
そ

の
節
目
を
祝
っ
た
。

式
典
で
は
冒
頭
、
あ
い
さ

つ
し
た
津
上
昌
平
会
長
が

「
近
年
で
は
、
安
心
・
安
全

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
正
確
な

デ
ー
タ
の
提
供
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
。
今
後
も
関
連

機
関
と
の
連
携
や
会
員
相
互

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
固
に

し
、
発
展
を
目
指
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
千
葉
県
の
堂
本
暁

子
知
事
が
祝
辞
（
代
読
）
を

寄
せ
た
ほ
か
、
日
本
環
境
測

定
分
析
協
会
の
山
村
修
蔵
専

務
理
事
が
「
環
境
の
時
代
に

測
定
分
析
の
使
命
は
大
き

く
、
責
任
も
増
し
て
い
く
。

今
後
と
も
連
携
を
深
め
て
い

き
た
い
」
な
ど
と
お
祝
い
を

述
べ
た
。

Ｌ
Ｃ
Ａ
日
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
九
月
十
一
日
ま
で
、「
第

三
回
Ｌ
Ｃ
Ａ
日
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
表
彰
」
の
応
募
を
受
け
付

け
る
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
の
環
境
影
響
を
定
量
的
に

把
握
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）

手
法
を
、
製
品
開
発
や
生
産

活
動
な
ど
に
活
用
し
た
「
製

品
開
発
・
生
産
活
動
活
用
」

部
門
を
始
め
、「
普
及
啓
発
」、

「
研
究
」、「
功
労
賞
」
の
計

四
部
門
で
募
集
。
優
秀
な
企

業
、
団
体
、
個
人
に
は
、
経

済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局

長
賞
を
始
め
、
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
会
長
賞
や
同
奨
励
賞
な
ど

各
賞
が
贈
ら
れ
る
。
表
彰
式

は
、
十
二
月
に
開
催
予
定
の

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
で
実
施

す
る
予
定
。

一
定
の
様
式
に
基
づ
き
応

募
す
る
必
要
が
あ
る
。
応
募

要
項
は
事
務
局
の
産
業
環
境

管
理
協
会
の
Ｈ
Ｐ
（http://

www.jemai.or.jp/lcaforum

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
協
会

（
０
３
・
５
２
０
９
・
７
７

０
８
）
ま
で
。

京
都
大
学
環
境
衛
生
工
学

研
究
会
は
十
八
日
、
京
都
市

左
京
区
の
京
大
本
部
百
周
年

時
計
台
記
念
館
で
第
二
八
回

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
合
わ
せ
定

時
総
会
を
開
催
し
、
二
〇
〇

六
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審

議
・
承
認
し
た
。
一
年
交
替

制
の
次
期
会
長
に
は
同
大
学

院
工
学
研
究
科
の
松
岡
譲
教

授
が
選
出
さ
れ
た
。

松
岡
教
授
は
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
会
員
数
の
減
少
傾
向

や
工
学
研
究
科
の
桂
キ
ャ
ン

パ
ス
（
京
都
市
西
京
区
）
移

転
な
ど
同
研
究
会
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
に
対
し
、「
環

境
の
専
門
家
集
団
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
示

し
魅
力
あ
る
組
織
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う

な
工
夫
と
改
善
が
必
要
か
共

に
考
え
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

日
本
電
子
は
こ
の
ほ
ど
、

ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
に
営
業

事
務
所
（
高
橋
正
行
所
長
）

を
開
設
し
た
。
販
売
力
強
化

を
図
る
狙
い
で
、
新
製
品
や

最
新
技
術
に
関
す
る
情
報
提

供
や
装
置
導
入
時
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
実
施
す
る
。

コ
カ
・
コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム

は
十
八
日
か
ら
、
水
資
源
保

護
活
動
を
目
的
と
し
た
「
森

に
学
ぼ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
始
し
た
。
次
世
代
を
担

う
子
供
達
を
対
象
に
、
森
林

の
役
割
な
ど
を
学
ぶ
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
森
の
博
士
」（http:

//www.cocacola.co.jp/mori

）
を
通
じ
て
環
境
教
育
を
実

施
。
ま
た
、
同
社
が
実
施
す

る
地
域
密
着
型
の
環
境
保
全

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
実
際
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
子
供
達

に
実
体
験
を
通
じ
て
自
然
保

護
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
学
ん
だ

成
果
は
、
全
一
〇
問
の
ク
イ

ズ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
全
問
正
解
す
る
と
「
森

の
博
士
」
と
し
て
認
定
さ
れ

る
。
ク
イ
ズ
は
東
京
農
業
大

学
の
宮
林
茂
幸
教
授
が
監
修

し
た
。

30
周
年
記
念

式
典
を
開
催

千
環
協

「
森
に
学
ぼ
う
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

コ
カ
・
コ
ー
ラ

次
期
会
長
に
松
岡
教
授

京
大
環
境
衛
生

工
学
研
究
会

第
３
回
L
C
A
日
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
表
彰

応
募
受
け
付
け
を
開
始

モ
ス
ク
ワ
に

営
業
事
務
所日

本
電
子

今
回
は
グ
リ
ー
ン
調
達
の

最
新
基
準
に
対
応
す
る
た

め
、
新
た
に
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
で
製
品
設
計
段

階
か
ら
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令
な
ど

化
学
物
質
の
規
制
に
適
合
す

る
た
め
に
必
要
な
、
化
学
物

質
含
有
濃
度
の
閾
値
判
定
を

行
え
る
こ
と
に
加
え
、
関
連

す
る
付
属
書
類
（
分
析
証
明

書
、
不
使
用
証
明
書
な
ど
）

の
一
括
管
理
も
可
能
に
な

る
。

東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
は

こ
の
ほ
ど
、
生
産
関
連
子
会

社
の
山
形
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー

（
山
形
県
新
庄
市
）
の
工
場

を
現
在
の
一
・
五
倍
の
延
べ

床
面
積
一
五
〇
〇
坪
に
増
築

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー（
東
京
都
千
代
田
区
、

０
３
・
３
２
９
６
・
８
６
５

５
）
は
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
参
入
や
新
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
開
発
の
際
に
、
専
門
家
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

通
じ
て
助
言
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
新
サ
ー
ビ
ス
「
エ

キ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
開
始

し
た
。初
期
設
定
料
五
万
円
、

月
間
利
用
料
一
二
万
円
。
今

年
度
は
五
〇
件
の
受
注
を
目

指
す
。

い
て
、
調
査
会
社
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
に
比
べ
低
価

格
だ
」
と
強
調
し
て
い
る
。

な
お
、
現
行
の
「
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
を
契

約
す
る
企
業
は
、
新
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
も
可
能
。
同
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
は
月
間
一
〇
万

円
（
年
契
約
制
）。

新
サ
ー
ビ
ス
は
、
技
術
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

た
専
門
家
か
ら
、
テ
ー
マ
に

応
じ
て
適
任
者
を
紹
介
。
ウ

ェ
ブ
上
の
電
子
会
議
室
を
通

じ
て
、
匿
名
で
質
問
・
相
談

や
助
言
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
は
、
技
術
士
な
ど

一
万
一
〇
〇
〇
人
が
登
録
さ

れ
て
お
り
、
環
境
分
野
の
ほ

ぼ
す
べ
て
を
カ
バ
ー
で
き
る

と
い
う
。

鈴
木
敦
子
社
長
は
、

「
生
々
し
い
本
音
の
部
分
ま

で
含
め
、
具
体
的
な
内
容
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
専
門
家
か
ら

直
接
、
手
軽
で
迅
速
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で

す
る
こ
と
に
決
め
た
。
現
状

で
は
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い

る
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令
へ
の
対
応

を
先
取
り
し
、
プ
リ
ン
ト
基

板
の
鉛
フ
リ
ー
化
を
進
め
る

た
め
、
最
新
鋭
の
印
刷
機
や

リ
フ
ロ
ー
炉
を
新
設
。
グ
ル

ー
プ
内
向
け
の
基
板
す
べ
て

を
同
工
場
で
生
産
す
る
。
投

資
額
は
約
三
億
五
〇
〇
〇
万

円
で
、
外
注
加
工
の
取
り
込

み
や
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
見
直

し
な
ど
、
増
築
に
伴
う
合
理

化
計
画
に
よ
っ
て
全
体
で
三

〇
％
の
コ
ス
ト
削
減
を
目
指

す
。同

工
場
に
は
、
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー（
多
面
加
工
機
）

も
合
わ
せ
て
増
設
。
こ
れ
ま

で
外
注
し
て
い
た
加
工
工
程

の
取
り
込
み
を
図
る
と
と
も

に
、
同
工
場
の
近
隣
に
あ
っ

た
工
作
加
工
部
門
を
統
合
。

生
産
と
物
流
の
合
理
化
を
行

い
、
部
品
加
工
か
ら
製
品
出

荷
ま
で
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
を

一
貫
し
て
管
理
す
る
方
式
を

導
入
す
る
計
画
。

更
に
、
現
在
、
東
京
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
東
大
和
市
）
で
生

産
し
て
い
る
環
境
用
大
気
分

析
計
と
水
質
分
析
計
の
生
産

を
同
工
場
に
移
管
。
品
質
、

納
期
、
コ
ス
ト
管
理
の
一
元

化
を
図
っ
て
い
く
。

今
回
は
新
基
準
に
対
応
し

た
こ
と
に
加
え
、
①
各
種
規

制
値
等
（
使
用
用
途
・
目
的

な
ど
の
規
制
を
含
む
）
の
設

定
②
含
有
化
学
物
質
調
査
進

捗
管
理
機
能
③
含
有
化
学
物

質
調
査
デ
ー
タ
検
証
機
能
④

追
加
デ
ー
タ
管
理
機
能
（
分

析
結
果
、
非
含
有
証
明
書
な

ど
）
⑤
各
種
検
索
機
能
―
―

な
ど
を
追
加
し
た
。
更
に
旧

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
の
対
応
も
可

能
に
し
て
お
り
、「
新
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
対
応
し
た
シ
ス
テ

ム
は
い
く
つ
か
出
て
き
て
い

る
が
、
旧
来
の
も
の
に
も
対

応
で
き
る
柔
軟
な
シ
ス
テ
ム

は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
」

（
地
球
環
境
部
）
と
し
て
い

る
。従

来
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者

に
は
比
較
的
安
価
で
の
切
り

替
え
も
対
応
す
る
。
同
社
は

同
シ
ス
テ
ム
の
販
売
事
業
で

今
年
度
二
億
円
の
売
り
上
げ

を
見
込
ん
で
お
り
、
積
極
的

に
導
入
を
推
進
し
て
い
く
考

え
だ
。

沖
電
気
工
業
は
こ
の
ほ
ど
、
最
新
の
グ
リ
ー
ン
調
達
基
準
で
あ
る
Ｊ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
（
グ
リ
ー
ン
調
達
調
査
共
通
化
協

議
会
）
の
新
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
３
）
に
対
応
し
た
製
品
含
有
化
学
物
質
情
報
シ
ス
テ
ム
「
コ
イ
ン
サ
ー

ブ
・
コ
ス
モ
ス
」
を
開
発
、
電
子
機
器
製
造
業
向
け
に
販
売
を
開
始
し
た
。
従
来
か
ら
販
売
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
ベ

ー
ス
に
新
基
準
に
対
応
さ
せ
た
ほ
か
、
様
々
な
機
能
拡
充
を
図
っ
た
。
各
社
と
も
新
基
準
に
対
応
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
着
手
し
て
い
る
が
、
同
社
の
シ
ス
テ
ム
は
旧
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
も
対
応
で
き
る
柔
軟
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
点
が
特
徴
だ
。
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グ
リ
ー
ン
調
達
新
基
準
対
応

柔
軟
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

専
門
家
助
言
新
サ
ー
ビ
ス

新
規
参
入
な
ど
支
援

環
境
ビ
ジ
ネ
ス

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

RoHS対応や合理化

山形子会社の工場増築

東亜ディーケーケー
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発
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S
C
M
末
端
ま
で
配
慮
を

津上会長

松岡会長

環
境
監
査
研
究
会
代
表
幹
事

後
藤

ご

と

う

敏
彦

と
し
ひ
こ

氏
に
聞
く

今
回
は
山
本
先
生
か
ら
、
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
ラ
ブ
ロ
ッ
ク
の

『
ガ
イ
ア
の
復
讐
』
（The

Revenge
of
Gaia

）
に
つ
い
て

と
お
題
を
頂
い
た
。

ラ
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
の
本
の
中

で
、地
球
温
暖
化
は
手
遅
れ
で
、

も
う
だ
め
だ
と
、
人
類
は
ほ
と

ん
ど
生
き
残
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
結
論
と
し
て
言
っ
て
い

る
。彼

が
提
唱
す
る
「
ガ
イ
ア
理

論
」
の
ガ
イ
ア
と
は
、
生
き
て

い
る
地
球
と
も
言
わ
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
変
化
が
起
き
て
も
温
度

や
化
学
組
成
を
一
定
に
保
つ
自

己
調
整
力
を
持
つ
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

し
か
し
、シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

温
暖
化
が
悪
循
環
に
陥
り
加
速

度
的
に
ど
ん
ど
ん
状
況
が
悪
く

な
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
に
既
に
た
く

さ
ん
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
自
己

調
整
力
が
も
う
効
か
な
い
と
強

調
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
か
ら
で
は
持
続
可

能
な
開
発
な
ど
あ
り
得
な
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夢
に
過

ぎ
な
い
と
切
り
捨
て
て
い
る
。

彼
は
、
地
表
を
こ
れ
以
上
人

間
の
た
め
に
使
う
な
、
ガ
イ
ア

の
自
己
調
整
力
の
た
め
に
取
っ

て
お
き
な
さ
い
と
主
張
し
て
い

る
。必

要
な
の
は
「
持
続
可
能
な

退
却
」（Sustainable

Retreat

）

だ
と
強
調
し
て
い
る
。
話
は
ラ

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
反
れ
る
が
、
私

が
参
加
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の

あ
る
会
議
で
、
こ
の
持
続
可
能

な
退
却
に
近
い
戦
略
を
取
り
始

め
て
い
る
企
業
と
し
て
、
日
本

の
向
山
塗
料（
山
梨
県
甲
府
市
）

や
伊
那
食
品
工
業
（
長
野
県
伊

那
市
）の
事
例
を
紹
介
し
た
が
、

や
は
り
ア
メ
リ
カ
の
人
達
に

は
、
成
長
を
抑
え
る
経
営
戦
略

を
分
か
っ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
分
か
っ
て

も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ

う
。
結
局
、
最
初
に
売
り
上
げ

を
下
げ
て
い
く
し
か
な
い
。
そ

の
後
利
益
を
い
ろ
い
ろ
な
形
に

変
え
る
に
し
て
も
、
今
の
よ
う

な
経
営
は
今
後
あ
り
得
な
い
の

だ
か
ら
。

あ
と
、
こ
の
本
で
は
、
何
が

原
因
で
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
が
、
い
ろ
い

ろ
書
か
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、

ま
ず
科
学
者
の
対
応
が
遅
か
っ

た
こ
と
、
成
長
至
上
主
義
の
考

え
方
、
そ
し
て
環
境
問
題
の
根

源
と
し
て
、
人
口
の
成
長
抑
制

を
欠
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
還
元
主
義
で
切

り
刻
み
分
析
的
に
分
解
し
て
考

え
る
の
で
は
な
く
、
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
に
全
体
像
を
見
る
よ
う

な
考
え
方
を
こ
れ
か
ら
も
っ
と

し
て
行
か
な
い
と
、
い
く
ら
個

別
体
系
化
し
て
み
て
も
最
適
化

に
は
絶
対
つ
な
が
ら
な
い
と
強

調
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
や
は
り
動

き
始
め
て
し
ま
っ
た
気
候
変
動

を
反
転
さ
せ
る
に
は
、
も
う
手

遅
れ
だ
と
述
べ
て
終
わ
っ
て
い

る
。こ

の
『
ガ
イ
ア
の
復
讐
』
に

つ
い
て
、
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ

ン
や
ほ
か
の
関
係
者
に
感
想
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
あ
の
本
は
出

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
、
ラ
ブ

ロ
ッ
ク
が
悲
観
的
な
の
は
構
わ

な
い
が
、
そ
れ
を
皆
に
言
う
必

要
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
い
ろ
い

ろ
な
人
が
言
っ
て
い
た
。事
実
、

様
々
な
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。

先
ほ
ど
紹
介
し
た
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
は
、
い
っ
た

ん
ス
イ
ッ
チ
が
逆
に
入
れ
ば
、

今
後
は
加
速
度
的
に
ど
ん
ど
ん

状
況
は
良
く
な
る
。
温
暖
化
の

悪
循
環
を
と
ど
め
る
に
は
、
そ

う
い
う
好
循
環
を
ど
う
や
っ
て

重
ね
て
い
く
か
だ
と
思
う
。
地

域
に
お
け
る
各
企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
の
取
り
組
み
を
も
っ
と
全

面
展
開
し
、
大
き
な
う
ね
り
に

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
絶
望
的
な
事
象
が

多
く
出
て
く
る
と
思
う
が
、
日

本
か
ら
は
前
向
き
な
情
報
が
届

く
よ
う
、
私
は
「
希
望
の
泉
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
、

大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
毎
月
、
日
本
の

進
ん
だ
取
り
組
み
、
新
し
い
取

り
組
み
の
情
報
を
送
り
出
し
て

行
き
た
い
（http://www.japan

fs.org/index_j.html

）。

地
球
温
暖
化
編
③

環
境
環
境
と
両
立
両
立
す
る
経
済
社
会

経
済
社
会 

環
境
環
境
と
両
立
両
立
す
る
経
済
社
会

経
済
社
会 

環
境
と
両
立
す
る
経
済
社
会 

―
― 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
よ
り 

③ 枝廣 淳子氏 枝廣 淳子氏 
えだひろ  じ ゅ ん こ  

ジャパン・フォー・サスジャパン・フォー・サス 
テナビリティ共同代表テナビリティ共同代表 
ジャパン・フォー・サス 
テナビリティ共同代表 

持
続
可
能
な
″退
却
″が
必
要
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21世紀の環境学 

日本興亜損保 

「
E
A
E
A
21
」
認
証
取
得

認
証
取
得
を
支
援
支
援 
「
E
A
21
」
認
証
取
得
を
支
援 

日
本
興
亜
損
害
保
険
は
先
月
二
十
四
日
か
ら
、
中
小
企
業
を
対
象
に
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
構
築
支
援
制

度
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」（
Ｅ
Ａ
21
）
の
認
証
取
得
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
エ
ヌ
・
ケ

イ
・
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
認
証
取
得
を
目
指
す
企
業
に
対
し
、
業
種
に
か
か
わ
り
な
く
、
関
連
情

報
や
支
援
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
ほ
か
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
。
企
業
の
環
境
リ
ス
ク
軽
減
に
よ

り
、
そ
の
保
険
リ
ス
ク
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
顧
客
の
取
り
込
み
な
ど
も
狙
っ
て
い
る
。

制
度
は
、
環
境
省
が
策
定

し
た
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
・
環
境

活
動
レ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
二
〇
〇
四
年
版
」
に
基
づ

き
、
地
球
環
境
戦
略
研
究
機

関
・
持
続
性
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ

Ｇ
Ｅ
Ｓ
・
Ｃ
ｆ
Ｓ
）
が
中
小

企
業
や
学
校
、
公
共
機
関
な

ど
向
け
に
運
営
す
る
も
の
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
認

証
取
得
す
る
の
に
比
べ
、
比

較
的
容
易
に
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
運

営
で
き
る
。
最
近
で
は
、
自

治
体
や
大
企
業
が
入
札
や
グ

リ
ー
ン
調
達
を
行
う
際
な
ど

の
選
定
基
準
の
一
つ
と
し
て

採
用
さ
れ
る
事
例
が
増
え
て

き
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
認

証
・
登
録
件
数
も
増
加
。
先

月
二
十
日
現
在
、
八
八
一
事

業
者
に
上
っ
て
い
る
。

同
社
は
、
制
度
の
概
要
や

認
証
取
得
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
解
説
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

実
施
す
る
の
を
始
め
、
必
要

な
文
書
・
記
録
類
の
ひ
な
形

や
作
成
要
領
な
ど
を
盛
り
込

む
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
「
認
証
取

得
支
援
ツ
ー
ル
」
を
無
料
で

環
境
省
は
先
月
二
十
四

日
、「
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
に
係
る
事
業
主
負

担
に
関
す
る
検
討
会
」（
座

長
・
内
山
巌
雄
京
都
大
学
大

学
院
教
授
）
の
初
会
合
を
東

ソ
ニ
ー
は
先
月
二
十
五
日

に
発
表
し
た
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ

ー
ト
２
０
０
６
」
で
、
二
〇

一
〇
年
度
ま
で
の
五
年
間
で

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整
理

し
た
環
境
中
期
目
標
「
グ
リ

ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
２
０
１

０
」
を
ま
と
め
た
。

①
先
進
的
②
絶
対
値
で
の

環
境
負
荷
管
理
③
グ
ロ
ー
バ

ル
―
―
の
三
点
を
柱
に
、

「
地
球
温
暖
化
防
止
」
や

「
資
源
循
環
」、「
化
学
物
質

管
理
」
な
ど
、
事
業
所
や
製

品
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
三
分
野

に
お
い
て
達
成
す
べ
き
計
二

五
項
目
の
個
別
目
標
を
設

定
。
二
〇
一
〇
年
度
末
ま
で

に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
二
〇
〇

〇
年
度
比
五
〇
％
、
揮
発
性

有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の

大
気
へ
の
排
出
量
を
同
四

〇
％
以
上
の
削
減
を
そ
れ
ぞ

れ
目
指
す
。

各
事
業
部
門
・
事
業
所
は

個
別
目
標
の
実
現
へ
向
け
、

そ
れ
ぞ
れ
年
度
事
業
計
画
を

立
案
、
本
社
を
含
む
世
界
四

〇
二
拠
点
で
統
合
し
た
グ
ロ

ー
バ
ル
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
下
で
実
行
に
移

し
て
い
く
。
そ
の
達
成
度
合

い
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
新

た
に
設
定
し
た
「
温
室
効
果

ガ
ス
指
標
」
と
「
資
源
指
標
」

の
二
つ
の
総
合
指
標
を
用
い

て
「
環
境
効
率
」
を
把
握
。

そ
の
推
移
を
評
価
し
、
施
策

の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

京
都
千
代
田
区
の
東
京
商
工

会
議
所
で
開
催
し
、
石
綿
健

康
被
害
救
済
法
に
基
づ
く
給

付
金
の
企
業
負
担
割
合
に
関

す
る
議
論
を
始
め
た
。
会
合

で
は
、
事
務
局
を
務
め
る
環

境
省
の
担
当
者
が
同
法
や
ア

ス
ベ
ス
ト
輸
入
量
な
ど
を
説

明
し
た
ほ
か
、「
ク
ボ
タ
な

ど
企
業
が
独
自
に
支
払
う
方

「
第
五
回
日
本
環
境
経
営

大
賞
」（
主
催
・
日
本
環
境

■
…
大
阪
府
環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
は
、
「
環
境
技
術
評

価
・
普
及
事
業
」
と
し
て
今

年
度
第
一
回
の
技
術
募
集
を

行
う
。
府
下
の
中
小
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
開
発
し
た
環

境
技
術
・
製
品
を
評
価
し
、

技
術
発
表
会
や
展
示
会
な
ど

を
通
し
て
紹
介
す
る
こ
と

で
、
そ
の
普
及
を
支
援
す
る

の
が
目
的
。

対
象
分
野
は
▽
廃
棄
の
際

に
有
害
化
学
物
質
の
発
生
を

大
幅
に
削
減
す
る
部
品
・
製

品
▽
省
資
源
の
た
め
に
長
寿

命
化
・
易
修
理
化
な
ど
に
配

慮
し
た
部
品
・
製
品
、
ま
た

は
使
用
済
み
段
階
で
リ
サ
イ

ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
な
ど
資
源

循
環
が
容
易
な
製
品
▽
太
陽

光
・
風
力
・
水
力
な
ど
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

発
電
装
置
な
ど
。

申
請
締
め
切
り
は
今
月

末
。
原
則
持
ち
込
み
受
け
付

け
。
申
込
み
な
ど
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.epcc.pref.osaka.jp/ce
nter/etech/etc/

）
参
照
。

■
…
日
本
証
券
業
協
会
や
東

京
証
券
取
引
所
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
証
券
知
識
普
及
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
七
日
、「
環
境

と
金
融
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」（
共
催
・
環
境
省
、

全
国
銀
行
協
会
、
後
援
・
金

融
庁
）
を
東
京
都
千
代
田
区

の
経
団
連
会
館
で
開
催
す

る
。「
環
境
等
に
配
慮
し
た

お
金
の
流
れ
の
拡
大
に
向
け

て
」
が
テ
ー
マ
の
パ
ネ
ル
討

論
な
ど
を
予
定
。

参
加
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は
日
本
証
券
業
協
会
（
０

３
・
３
６
６
７
・
８
０
２

０
）
ま
で
。

環
境
省

（
25
日
）

▽
大
臣
官

房
審
議
官
（
財
務
省
名
古
屋

税
関
長
）
石
野
耕
也

【
略
歴
】
一
九
七
六
年
東

大
法
卒
、
二
〇
〇
五
年
財
務

省
名
古
屋
税
関
長
。
福
井
県

出
身
。

▽
大
臣
官
房
会
計
課
長

（
大
臣
官
房
付
）
三
好
信
俊

▽
出
向
・
農
林
水
産
省
（
大

臣
官
房
審
議
官
）
笹
谷
秀
光

▽
出
向
・
財
務
省
長
崎
税
関

長
（
大
臣
官
房
会
計
課
長
）

伊
藤
哲
夫

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

経
営
大
賞
表
彰
委
員
会
、
三

重
県
）
の
応
募
受
け
付
け
が

こ
の
ほ
ど
始
ま
っ
た
。
十
月

十
六
日
ま
で
受
け
付
け
る
。

環
境
、
経
済
、
社
会
の
各

側
面
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
良
く

持
続
可
能
性
の
高
い
経
営
を

行
う
事
例
を
表
彰
す
る
「
環

境
経
営
部
門
」
と
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
転
換
や
新
た
な

環
境
価
値
の
創
造
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
な
ど
が
対
象
の

「
環
境
価
値
創
造
部
門
」
の

二
部
門
で
募
集
す
る
。
大
企

業
か
ら
中
小
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
ほ
か
、
単
独
部
署
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
単
位
、
様
々
な
主

体
間
の
連
携
し
た
取
り
組
み

で
の
申
し
込
み
も
可
能
。
受

賞
者
は
第
一
次
、
第
二
次
審

査
を
経
て
三
月
に
も
決
定
、

公
表
す
る
予
定
。

詳
細
は
同
大
賞
Ｈ
Ｐ

（http://www.eco.pref.mie.j
p/kigyou/taisyou/taisyou.h
tm

）
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
事
務
局
の
三
重
県
環
境
森

林
部
環
境
活
動
室
（
０
５

９
・
２
２
４
・
２
３
１
６
）

ま
で
。

主
）
か
ら
徴
収
す
る
分
（
特

別
拠
出
金
）
に
区
分
さ
れ
て

い
る
。
検
討
会
で
は
、
十
月

頃
を
め
ど
に
一
般
拠
出
金
率

の
ほ
か
、
特
別
事
業
主
の
要

件
、
特
別
拠
出
金
の
額
の
算

定
方
法
な
ど
を
議
論
す
る
方

針
。次

回
会
合
は
今
月
下
旬
に

も
実
施
す
る
予
定
。

針
の
見
舞
金
と
事
業
者
負
担

金
の
関
係
は
」
（
委
員
）
、

「
損
害
賠
償
に
当
た
ら
な
け

れ
ば
調
整
対
象
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
」（
事
務
局
）、

「
責
任
論
と
は
切
り
離
し
て

議
論
し
て
欲
し
い
」（
同
）

な
ど
確
認
の
や
り
取
り
が
な

さ
れ
た
。

同
法
に
基
づ
く
石
綿
健
康

被
害
救
済
基
金
は
二
月
に
設

置
さ
れ
、
三
月
か
ら
ア
ス
ベ

ス
ト
が
原
因
の
中
皮
腫
や
肺

が
ん
患
者
な
ど
に
対
し
て
給

付
金
の
支
給
を
行
っ
て
い

る
。今

年
度
か
ら
は
、
同
基
金

に
対
し
て
政
府
の
ほ
か
、
自

治
体
も
一
部
を
拠
出
す
る
予

定
で
、
事
業
者
か
ら
の
費
用

徴
収
は
来
年
四
月
一
日
か
ら

を
予
定
。事
業
者
負
担
分
は
、

賃
金
総
額
に
一
定
率
を
掛

け
、
労
災
保
険
の
徴
収
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
全
事
業
者

か
ら
徴
収
す
る
分
（
一
般
拠

出
金
）
と
、
石
綿
と
の
関
係

性
の
高
い
事
業
活
動
を
行
っ

て
き
た
事
業
者
（
特
別
事
業

提
供
す
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド

診
断
す
る
と
と
も
に
、
報
告

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
「
フ

ル
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
」
が
二
〇
万
円
か
ら
、

環
境
負
荷
チ
ェ
ッ
ク
と
取
り

組
み
チ
ェ
ッ
ク
を
訪
問
診
断10月頃をめどに検討を行っていく

「
環
境
効
率
」
的
な
技
術

革
新
の
機
会
を
捕
ら
え
て
、

日
本
は
技
術
と
経
営
の
両
面

で
覇
権
を
確
立
し
、
生
き
残

り
を
図
る
べ
き
だ
―
―
。
東

京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の

山
本
良
一
教
授
は
先
月
二
十

七
日
、
東
京
都
江
東
区
の
日

本
科
学
未
来
館
で
開
催
さ
れ

た
「
環
境
効
率
最
新
動
向
セ

ミ
ナ
ー
」
で
講
演
し
、
気
候

変
動
の
影
響
が
「
待
っ
た
な

し
」
の
状
況
に
な
っ
た
こ
と

に
対
し
、「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク

ツ
を
制
す
る
者
が
世
界
を
制

す
る
」
と
し
て
環
境
効
率
の

有
効
性
を
強
調
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
た
、
神

戸
大
学
大
学
院
の
石
川
雅
則

教
授
が
、
六
月
下
旬
に
開
催

さ
れ
た
「
エ
コ
・
エ
フ
ィ
シ

ェ
ン
シ
ー
国
際
会
議
」
の
概

日
本
環
境
効
率
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
会
長
・
山
本
良
一
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
教

授
）
は
こ
の
ほ
ど
、「
環
境

効
率
ア
ワ
ー
ド
２
０
０
６
」

の
募
集
を
開
始
し
た
。
十
月

二
十
日
ま
で
受
け
付
け
る
。

同
表
彰
は
、
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
昨
年
度
か
ら
実
施
。
今

回
は
「
製
品
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」、「
企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」、「
普
及
促
進
」
の
計
三

部
門
で
募
集
す
る
。
優
秀
な

取
り
組
み
に
は
「
経
済
産
業

省
産
業
技
術
環
境
局
長
賞
」

を
始
め
と
し
た
各
賞
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
ら
れ
る
予
定
。
結
果

は
十
一
月
下
旬
に
発
表
し
、

表
彰
式
は
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク

ツ
展
」
開
催
期
間
中
の
十
二

月
十
五
日
に
実
施
す
る
計

画
。応

募
方
法
な
ど
詳
細
や
問

い
合
わ
せ
は
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
務
局
の
産
業
環
境
管
理
協

会
（
０
３
・
５
２
０
９
・
７

７
０
８
）
ま
で
。

環
境
効
率
ア
ワ

ー
ド
募
集
開
始

環
境
効
率
フ
ォ
ー
ラ
ム

要
を
解
説
。
特
に
中
国
や
イ

ン
ド
な
ど
、
経
済
成
長
が
急

で
、
資
源
問
題
と
環
境
問
題

の
解
決
が
必
要
な
途
上
国
の

政
策
担
当
者
が
環
境
効
率
に

対
し
て
高
い
関
心
を
抱
い
て

い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
東
京
大
学
大

学
院
の
松
野
泰
也
教
授
が
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
昨
年
度
の
成

果
と
し
て
「
情
報
通
信
技
術

の
環
境
効
率
評
価
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
説
明
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
年
度

か
ら
自
主
財
源
に
基
づ
き
活

動
を
開
始
。
環
境
効
率
指
標

の
標
準
化
な
ど
、
活
動
を
活

発
化
し
た
い
考
え
。

す
る
「
Ｅ
Ａ
21
リ
サ
ー
チ
サ

ー
ビ
ス
」
が
五
万
円
か
ら
、

審
査
日
前
に
シ
ス
テ
ム
を
総

点
検
す
る
「
模
擬
審
査
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
が
四
万
円

か
ら
に
な
っ
て
い
る
。

ラ
イ
ン
が
示
す
必
須
一
二
項

目
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
有

料
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
三
種
類
を
用
意
し

た
。コ

ン
サ
ル
料
は
そ
れ
ぞ

れ
、「
環
境
負
荷
チ
ェ
ッ
ク
」、

「
環
境
へ
の
取
り
組
み
チ
ェ

ッ
ク
」
な
ど
の
「
初
期
レ
ビ

ュ
ー
」
に
つ
い
て
全
プ
ロ
セ

ス
を
五
回
に
わ
た
っ
て
訪
問
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鉱
物
資
源
の
危
機
に
対
す
る

我
が
国
の
意
識
が
薄
く
、
極
言

す
れ
ば
国
家
戦
略
と
そ
れ
に
基

づ
く
資
源
外
交
が
欠
け
て
い

る
。
産
業
界
に
お
い
て
も
、
資

源
を
単
な
る
外
部
購
入
資
材
と

位
置
付
け
、
商
社
依
存
体
質
か

ら
脱
却
で
き
な
い
で
い
る
。

し
か
し
、
世
界
の
鉱
業
界
で

は
国
際
メ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
寡
占

支
配
と
業
界
再
編
が
急
速
に
進

行
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
中
国

は
世
界
中
で
ト
ッ
プ
外
交
に
よ

る
資
源
囲
い
込
み
に
狂
奔
し
、

資
源
争
奪
戦
の
様
相
を
呈
す
る

中
、
市
場
価
格
は
急
騰
し
て
い

る
。
我
が
国
に
と
っ
て
ま
さ
に

国
益
上
の
資
源
危
機
と
言
え

る
。一

方
、
資
源
開
発
に
伴
う
凄

ま
じ
い
環
境
破
壊
に
よ
っ
て
、

人
類
共
通
の
自
然
資
本
の
減
耗

と
い
う
環
境
経
済
的
な
側
面
か

ら
、
持
続
可
能
性
と
い
う
地
球

益
上
の
危
機
と
し
て
捕
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

鉱
物
資
源
の
場
合
、
物
質
フ

ロ
ー
の
川
上
に
当
た
る
採
掘
や

製
錬
前
の
選
鉱
工
程
で
、
環
境

負
荷
が
極
め
て
大
き
く
、
大
規

模
な
森
林
伐
採
を
始
め
、
低
品

位
の
鉱
石
や
選
鉱
工
程
で
出
る

ヘ
ド
ロ
な
ど
の
投
棄
に
よ
る
河

川
や
海
洋
の
汚
染
な
ど
、
凄
ま

じ
い
環
境
破
壊
が
起
き
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
先
住
民
の
生

存
権
さ
え
奪
わ
れ
る
な
ど
、
地

域
社
会
へ
の
影
響
が
非
常
に
大

き
く
、
あ
ち
こ
ち
で
暴
動
も
頻

発
し
て
い
る
。

し
か
し
、
問
題
が
ロ
ー
カ
ル

で
、
人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と

が
な
く
、
認
識
さ
れ
る
こ
と
も

極
め
て
少
な
い
。
ま
た
、
二
〇

三
〇
年
に
は
、
発
展
途
上
の
六

カ
国
だ
け
で
、
世
界
の
鉱
物
資

源
供
給
量
の
三
割
を
超
え
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
途
上
国
に

お
け
る
環
境
破
壊
が
ま
す
ま
す

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

世
界
中
に
鉱
山
が
い
く
つ
あ

る
か
と
い
う
と
、
私
の
試
算
で

は
、
二
〇
〇
二
年
に
大
体
五
七

〇
カ
所
あ
り
、
毎
年
五
六
五
億

ｔ
が
掘
ら
れ
て
い
る
。
非
金
属

鉱
物
資
源
な
ど
を
含
め
る
と
一

〇
〇
〇
ｔ
を
超
え
て
い
る
。
こ

れ
は
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
の
山
の

十
数
個
分
の
破
壊
を
や
っ
て
い

る
に
等
し
い
。

現
在
の
工
業
社
会
、
Ｉ
Ｔ
社

会
も
こ
う
し
た
現
状
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

け
れ
ば
、
環
境
問
題
は
語
れ
な

い
。
３
Ｒ
運
動
や
Ｌ
Ｃ
Ａ
に
し

て
も
、
こ
の
一
番
川
上
の
部
分

の
議
論
が
抜
け
て
お
り
問
題
が

あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
鉱
物

資
源
を
巡
る
国
益
上
と
地
球
益

上
の
危
機
の
は
ざ
ま
で
、
我
が

国
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

私
の
提
案
は
「
ス
イ
カ
縦
割

り
理
論
」
に
基
づ
く
資
源
戦
略

と
外
交
だ
。
海
底
を
除
く
と
地

球
上
の
資
源
は
南
北
の
地
域
に

大
抵
何
で
も
あ
る
。
例
え
ば

「
北
米
・
南
米
」、「
極
東
シ
ベ

リ
ア
・
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
」、「
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
」
な
ど

だ
。
そ
の
中
で
は
時
差
も
少
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
大
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
控
え
て
い
る
。
東
西
よ
り
輸

送
距
離
も
短
い
。
資
源
外
交
の

基
軸
を
南
北
に
置
く
べ
し
と
い

う
こ
と
だ
。
そ
う
す
る
と
、
日

本
は
ど
こ
と
仲
良
く
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
自
ず
と
分

か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
Ｍ
＆

Ａ
戦
略
」
と
「
自
主
探
鉱
活
動
」

も
大
い
に
や
る
べ
き
だ
。

そ
れ
か
ら
、
環
境
負
荷
を
軽

減
す
る
た
め
資
源
技
術
の
革
新

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

低
品
位
鉱
の
利
用
技
術
の
開
発

や
、
資
源
生
産
性
の
飛
躍
的
な

向
上
が
必
要
だ
。
地
下
資
源
か

ら
地
上
資
源
の
利
用
へ
と
い
う

こ
と
で
、
廃
電
気
・
電
子
機
器

な
ど
か
ら
金
や
プ
ラ
チ
ナ
な
ど

の
希
少
金
属
、
希
土
類
元
素
を

徹
底
的
に
回
収
す
る
。
更
に
、

発
破
な
ど
に
よ
り
大
量
の
廃
棄

物
の
発
生
を
伴
う
従
来
の
採

掘
・
選
鉱
に
替
わ
る
バ
イ
オ
・

マ
イ
ニ
ン
グ
技
術
や
、
希
少
資

源
の
代
替
材
料
を
開
発
す
る
必

要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
対
応
を
踏
ま
え
た

上
で
、
国
益
と
地
球
益
を
追
及

す
る
た
め
に
、
資
源
学
の
再
構

築
と
資
源
教
育
を
復
活
す
べ
き

で
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
著
『
入

門
・
資
源
危
機
』（
新
評
論
刊
）

を
ご
覧
頂
き
た
い
。（

終
わ
り
）

鉱
物
資
源
危
機
編

環
境
環
境
と
両
立
両
立
す
る
経
済
社
会

経
済
社
会 

環
境
環
境
と
両
立
両
立
す
る
経
済
社
会

経
済
社
会 

環
境
と
両
立
す
る
経
済
社
会 

―
― 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
よ
り 

④ 谷口 正次氏 谷口 正次氏 
たにぐち  ま さ つ ぐ  

国連大学ゼロエミッ国連大学ゼロエミッ 
ションフォーラム理事ションフォーラム理事 
国連大学ゼロエミッ 
ションフォーラム理事 

国
益
と
地
球
益
の
追
求
を

第５回日本環境経営大賞

応募受け付け開始

CO2、10年度末
までに半減へ

ソ
ニ
ー
が
環
境
中
期
目
標
 

ソ
ニ
ー
が
環
境
中
期
目
標
 

中
小
向
け
新
サ
ー
ビ
ス

ツ
ー
ル
提
供
、コ
ン
サ
ル
も

事
業
者
負
担
で
議
論

見
舞
金
は
調
整
外
も

環
境
効
率
で
覇
権
を
！

山
本
東
大
教
授
が
強
調

フ
ォ
ー

ラ
ム
で

環
境
省
の
石
綿

健
康
被
害
検
討
会

人
事
異
動

人
事
異
動 

人
事
異
動 

「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
を
制
す
る
者
が
世
界
を
制
す
る
」

と
強
調
す
る
山
本
教
授
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有限会社クルツ 
薄くスライスした杉を何層にも重ね合わせて出来上る軽
くて丈夫な木の素材は、職人の手によって座布団やバッ
グにカタチを変えます。持つ人、使う人により風合いも変
化し、長く使うことでより味わいも深まります。（販売有） 
http://www.monacca.com/

6
monacca／高知県馬路村の杉の間伐材 
から作る新しい木のカタチ 

株式会社タヌマ 
ねじ、釘類は一切使わず、竹同士を組み合わせるホゾ構
造で仕上げたベッド。接着には米から練り上げで作った
米のりを、塗装には100％天然の米ぬか油を用いてい
ます。使い込むことでより味わいの増す家具です。 
http://www.ecodecor.jp/

9
エコデコレーベル（竹のベッド）／ 
日本のエコ素材＋伝統の職人技 

東京造形大学サステナブル・プロジェクト 
ものづくりや生活環境をつくるデザインを学ぶ学生達も、
サステナブルな社会を目指す動きに呼応し、活動を開始
しています。サステナブル・デザインの研究成果を発表
します。 
http://www.zokei.ac.jp/

10
サステナブル・プロジェクト／ 
新たな時代の手がかりをデザインでつかむ 

富士通株式会社 総合デザインセンター 
来るべきサステナブルな社会では情報通信技術は人々
の生活にどのように役立っているのか。ITがもたらすサ
ステナブルなライフスタイルをご覧いただきます。 
http://jp.fujitsu.com/about/design/eco/

11
Sustainable Design Products／ 
～未来からの遺産～ 

株式会社ウインローダー 
不用品回収サービスで収集されたたくさんの中古家具。
デザイン学生と共にこれらの家具にデザインを加えて再
製品化し、市場に戻して循環させるネットワーク構築を
目指しています。 
http://www.winroader.co.jp/（ウインローダー）
http://www.re-arise.net/（Re-arise PROJECT） 

3
Re-arise PROJECT／ 
中古家具のリサイクル 

株式会社オフィスオクト 
「もっと自然に、もっと快適に、もっと楽しく」をコ
ンセプトに、世界のマーケットから厳選した高品質、
高機能、かつ環境コンシャス、人々の健康、家庭や周
囲そして地球環境にとって安全で優れたデザイン性を
持つ商品を提供します。（販売有） 
http://www.ecomarket.co.jp/

4
ecomarket／自然に楽しく豊かな暮らしが 
実現できるエコデザイン性の高い、サステナブルな製品 

グリーンライフ21・プロジェクト 
グリーンライフ21（GL21）は、美濃焼の産地（岐阜県東
濃西部）で、原料や食器製造、流通に関わる企業有志と
地元試験研究機関などが集い環境にやさしい器作りに
取り組むグループ。製造だけでなく、回収・再製品化する
ことで、産地の環境への社会的責任を果たしてゆきます。 
http://www.gl21.org/

5 Re-食器／陶磁器の資源循環製品 

有限責任事業組合（LLP）エコデザイン研究所 
（株式会社オープンハウス） 
国内外のデザイナーによるエコデザイン商品のコレクシ
ョン。デザインコンペティション受賞プロダクトや未知の
エコマテリアルによる商品は、新鮮でありながらなぜか
懐かしさも感じる不思議な魅力に満ちあふれています。
（販売有）http://www.ecomiyage.com/

12
エコみやげ／サステナブル・ライフスタイル 
にふさわしい魅力的なエコデザイン商品 

*サステナブルデザイン国際会議 
Destination 2026開催！  

20年後の目的地に向かうためのロードマップ
について考えます。  

サステナビリティを地球環境の観点からばか

りでなく、社会的な意味や文化的なコンテク

ストからも捉える綜合的な議論へと展開し、

サステナブルな社会の実現に向けて必要とな

る技術やビジネスモデルについて生活者の視

点から産業社会の新たな枠組みを探ります。

サステナブルな社会のポジティブなイメージ

を描きだすとともに、そこに至ロードマップ

の作成に着手します。 

全体会議：2006年12月14日（木）、15日（金） 
　　　　 （エコプロダクツ2006開催期間中） 
展 示 会：2006年12月14日（木）～16日（土） 
会　　場：東京ビッグサイト内 
主　　催：Destination 2026 実行委員会 

最新情報、詳しいご案内はホームページをご覧ください。 

サステナブルデザイン国際会議事務局 

www.ecodesigninstitute.com

参加者募集中！  

社
会
経
済
生
産
性
本
部
が

開
催
し
て
い
る
「
環
境
と
経

営
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト
レ
ン
ド
研

究
会
」
の
第
一
〇
期
が
二
十

五
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
係
る
制

度
整
備
面
で
の
遅
れ
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
具
体
的
方

策
、
国
際
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
望
な
ど
の
諸
問
題
を
取
り

上
げ
、
環
境
産
業
を
投
資
に

見
合
う
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

立
さ
せ
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
を
考
え
る
。

毎
回
各
省
庁
の
環
境
行
政

担
当
者
や
企
業
の
環
境
担
当

者
な
ど
を
講
師
に
迎
え
て
お

り
、
参
加
者
が
多
彩
な
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き

る
の
も
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

だ
。
第
一
〇
期
は
十
二
月
ま

で
毎
月
一
回
計
五
回
開
催
さ

れ
る
。

参
加
費
は
同
本
部
賛
助
会

員
で
税
込
み
九
万
九
七
五
〇

円
（
一
般
は
一
一
万
五
五
〇

〇
円
）。
問
い
合
わ
せ
は
同

本
部
環
境
研
究
会
事
務
局

（
０
３
・
３
４
０
９
・
２
５

０
９
）
ま
で
。

な
お
、
講
演
内
容
と
講
師

は
以
下
の
通
り
。
▽
エ
ネ
ル

ー
プ
が
照
ら
す
未
来
（
三
洋

電
機
常
任
顧
問
・
桑
野
幸
徳

氏
）
▽
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
の
精
神

を
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か

す
！
（
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
・
大
和
田
順
子

氏
）
▽
廃
棄
物
行
政
の
未
来

を
問
う
（
環
境
省
産
業
廃
棄

物
課
課
長
補
佐
・
秦
康
之

氏
）
▽
Ｓ
Ａ
Ｔ
型
低
濃
度
嫌

気
性
排
水
処
理
設
備
に
つ
い

て
（
仮
題
）（
講
師
調
整
中
）

▽
国
際
排
出
権
取
引
の
最
新

動
向
（
仮
題
）（
経
済
産
業

省
環
境
交
渉
官
・
遠
藤
健
太

郎
氏
）。

同
協
議
会

に
参
加
す
る

自
治
体
の
環

境
試
験
研
究

機
関
に
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト

分
析
に
つ
い

て
、
直
属
の

自
治
体
か
ら

の
要
請
の
ほ

か
、事
業
者
、

住
民
な
ど
か

ら
も
依
頼
や
相
談
が
直
接
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
前
回
調
査

に
比
べ
、
実
施
機
関
や
実
施

を
計
画
中
の
機
関
が
増
え
た

自
由
回
答
で
「
個
人
差
が
出

や
す
い
こ
と
か
ら
、
簡
便
で

精
度
の
良
い
分
析
法
が
望
ま

れ
る
」、「
国
の
研
修
機
関
で

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
こ
の
ほ

ど
発
表
し
た
「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
リ
ポ
ー
ト
２
０
０

６
」
に
よ
る
と
、
昨
年
度
の

環
境
コ
ス
ト
が
前
年
度
比

二
・
九
％
増
の
計
二
三
七
八

の
研
修
が
望
ま
れ
る
」、「
精

度
管
理
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
」
な
ど
の
意
見
・
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
対
応
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の
ほ
ど
、
世

界
規
模
で
製
品
含
有
化
学
物

質
規
制
へ
の
対
応
を
強
化
す

る
た
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
中
国
（
上

海
市
）
内
に
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
中
国

環
境
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
た
。
来
年
三
月
施
行
予

定
の
「
中
国
版
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
」

へ
の
対
応
と
、
生
産
拠
点
と

し
て
重
要
な
同
国
内
に
お
け

る
管
理
強
化
を
目
指
す
。

中
国
版
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
な
ど

化
学
物
質
管
理
を
強
化

Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
中
国
拠
点

こ
と
で
、
そ
の
体
制
整
備
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え

る
。ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
測

定
・
分
析
体
制
に
つ
い
て
も

調
査
。
そ
の
結
果
、
ア
ス
ベ

ス
ト
分
析
担
当
者
の
設
置
数

は
、「
二
人
」
の
一
六
機
関

が
最
も
多
く
、「
三
人
」（
一

五
機
関
）、「
一
人
」（
一
二

機
関
）
な
ど
が
続
い
た
。
一

〜
三
人
が
、
回
答
機
関
の
大

半
を
占
め
て
い
る
。

な
お
、「
ア
ス
ベ
ス
ト
分

析
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た

昨
年
度
調
査
で
は
、
記
述
式

大
会
初
日
に
は
、
国
連
大

学
の
安
井
至
副
学
長
や
環
境

省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
経

済
課
の
鎌
形
浩
史
課
長
に
よ

る
基
調
講
演
の
ほ
か
、「『
形

式
的
・
箱
庭
的
』
環
境
保
全

活
動
か
ら
の
脱
却
〜
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
21
の
目
指
す
べ
き

道
」
が
テ
ー
マ
の
パ
ネ
ル
討

論
な
ど
を
実
施
。
環
境
監
査

研
究
会
の
後
藤
敏
彦
代
表
幹

事
が
「
国
内
の
中
小
企
業
は

中
小
企
業
な
ど
向
け
の
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
構
築
支
援
制
度
「
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」（
Ｅ
Ａ
21
）
を
運

営
す
る
地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
・
持

続
性
セ
ン
タ
ー（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
・
Ｃ
ｆ
Ｓ
）

は
先
月
二
十
九
、
三
十
の
両
日
、
初
の

全
国
交
流
研
修
大
会
を
山
形
市
の
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
で
開
催
し

た
。
認
証
取
得
企
業
の
ほ
か
、
企
業
の

取
り
組
み
を
審
査
す
る
「
審
査
人
」
や

各
地
域
事
務
局
、
自
治
体
の
担
当
者
な

ど
関
係
者
ら
約
三
〇
〇
名
が
参
加
。
今

後
の
環
境
取
り
組
み
の
あ
り
方
や
、
そ
の
中
で
果
た

す
べ
き
Ｅ
Ａ
21
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
た
。

（第３種郵便物認可） （毎週水曜日発行） 平成１8年（2006年）8月9日（水曜日） （2）環境経営総合

大
気
、建
材
な
ど
軸
に

全
環
研
が
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

全
国
環
境
研
究
協
議
会
が
会
員
向
け
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
回
答
五
八
機
関
の
う
ち
、
ア
ス
ベ
ス
ト

測
定
・
分
析
を
手
掛
け
る
機
関
は
「
一
般
環
境
、
敷
地
境
界
な
ど
大
気
濃
度
測
定
」
が
五
〇
機
関
（
計
画
中
は
四
機
関
）、

「
建
材
・
吹
き
付
け
材
中
の
含
有
量
測
定
」
は
一
三
機
関
（
計
画
中
は
二
機
関
）
に
上
っ
た
。
昨
年
九
月
に
実
施
し
た

前
回
調
査
に
比
べ
、
大
気
濃
度
測
定
で
六
機
関
、
建
材
・
吹
き
付
け
材
中
の
含
有
量
測
定
で
二
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
た
。

（
１
面
参
照
）

社
会
報
告
書
」
を
改
称
し
た

同
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
昨
年
度

ま
で
が
対
象
の
「
第
三
次
ト

ヨ
タ
環
境
取
り
組
み
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
、
全
項
目
で

目
標
を
達
成
し
た
と
強
調
。

こ
の
う
ち
主
な
成
果
と
し

て
は
、
昨
年
度
の
世
界
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
販
売
台
数
は

約
二
五
万
台
で
、
九
七
年
十

二
月
の
初
代
プ
リ
ウ
ス
発
売

以
来
、
累
計
六
一
万
台
を
突

破
。
ま
た
、「
超
―
低
排
出

ガ
ス
車
」
レ
ベ
ル
以
上
の
生

産
台
数
比
率
九
六
％
の
達

成
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

の
環
境
評
価
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ

ｃ
ｏ
―
Ｖ
Ａ
Ｓ
」
及
び
環
境

配
慮
設
計
の
全
車
へ
の
展

開
、
生
産
・
物
流
段
階
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
九
〇
年
比
一

九
％
削
減
（
排
出
量
は
一
七

一
万
ｔ
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

本
書
で
は
、
創
薬
や
機
能

性
材
料
の
開
発
か
ら
、
産
業

分
野
に
お
け
る
機
能
・
構
造

面
の
模
倣
な
ど
、「
昆
虫
資

源
」
や
「
昆
虫
技
術
」
を
有

効
活
用
す
る
最
先
端
の
取
り

組
み
を
紹
介
。
環
境
な
ど
社

会
問
題
の
解
決
や
持
続
可
能

な
産
業
起
こ
し
に
つ
な
げ
る

可
能
性
を
強
調
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
世
界
の
中
で
も

「
虫
好
き
」
の
国
民
性
を
持

ち
、
昆
虫
に
関
す
る
科
学
技

術
的
知
見
の
豊
富
な
日
本

が
、
そ
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ

ン
ダ
ー
ド（
事
実
上
の
標
準
）

を
構
築
し
、
世
界
に
貢
献
し

て
い
く
必
要
性
を
訴
え
る
。

税
込
み
一
三
六
五
円
。
小

学
館
刊
。

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
出
足
は

好
調
の
よ
う
で
、三
日
現
在
、

既
に
五
〇
〇
〇
件
の
申
し
込

み
を
越
え
た
と
い
う
。
二
十

五
日
ま
で
の
締
め
切
り
ま
で

「
二
〜
三
万
件
」（
検
定
セ
ン

タ
ー
）
を
見
込
ん
で
お
り
、

当
初
想
定
し
て
い
た
一
万
件

以
上
を
上
回
る
見
通
し
。

く
、
取
引
先
へ
の
影
響
な
ど

間
接
的
な
効
果
も
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

（
安
井
氏
）
と
い
っ
た
課
題

も
指
摘
さ
れ
た
。引
き
続
き
、

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
実

効
性
の
あ
る
制
度
構
築
を
目

指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
来
年
度
の
全
国
交

流
研
修
大
会
は
、
滋
賀
県
の

「
Ｅ
Ａ
21
地
域
事
務
局
び
わ

こ
」
が
事
務
局
を
担
当
し
、

同
県
内
で
実
施
す
る
計
画
。

済
効
果
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
低

減
な
ど
実
質
的
効
果
が
一
〇

四
億
円
、
新
型
車
投
入
な
ど

に
よ
る
顧
客
効
果
が
四
三
億

円
、
推
定
的
効
果
と
し
て
の

「
環
境
対
応
に
よ
る
利
益
寄

与
効
果
」
が
三
九
〇
〇
億
円

に
そ
れ
ぞ
れ
上
っ
た
。

今
回
か
ら「
経
済
的
側
面
」

を
追
加
し
、
従
来
の
「
環
境

環
境
コ
ス
ト
は
2378
億
に

ト
ヨ
タ
が
昨
年
度
分
算
出

中
国
に
お
い
て
、
企
業
の

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
や
行
政
な
ど

の
環
境
協
力
事
業
を
支
援
す

る
日
中
環
境
協
力
支
援
セ
ン

タ
ー
（
大
野
木
昇
司
社
長
、

大
阪
府
松
原
市
）
は
こ
の
ほ

ど
、
北
京
市
海
淀
区
中
関
村

に
駐
在
員
事
務
所
を
開
設
し

た
。
国
内
企
業
や
行
政
な
ど

の
環
境
関
連
事
業
へ
の
支
援

を
一
層
強
化
す
る
こ
と
が
目

的
で
、
現
地
に
お
け
る
市
場

調
査
や
情
報
収
集
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
く
方
針
。

東
京
商
工
会
議
所
が
十
月

十
五
日
に
初
め
て
実
施
す
る

予
定
の
環
境
社
会
検
定
試
験

「
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
」
の
申
し
込

み
受
け
付
け
が
先
月
二
十
五

環
境
省
（
１
日
）

▽
水
・
大
気
環
境
局
自
動

車
環
境
対
策
課
長
（
林
野
庁

林
政
部
経
営
課
長
）
金
丸
康

夫 ■
…
環
境
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

研
究
所
は
二
十
九
日
、「
環

境
法
令
セ
ミ
ナ
ー
」
を
東
京

都
千
代
田
区
の
ち
よ
だ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
開
催
す

る
。
改
正
大
気
汚
染
防
止
法

や
改
正
省
エ
ネ
法
、
改
正
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
法
な

ど
、
四
月
に
大
幅
改
正
さ
れ

た
環
境
関
連
法
規
制
の
概
要

と
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
運
用
上
の
対
応
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
す
る
。

初
の
全
国
交
流
研
修
大
会

全
国
交
流
研
修
大
会 
初
の
全
国
交
流
研
修
大
会

全
国
交
流
研
修
大
会 
初
の
全
国
交
流
研
修
大
会 

素
晴
ら
し
い
技
術
を
持
っ
て

は
い
て
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
な
ど
の

取
り
組
み
は
十
分
浸
透
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ

を
後
押
し
で
き
る
の
が
Ｅ
Ａ

21
だ
」と
話
し
た
の
を
始
め
、

鎌
形
氏
が
「
当
省
も
引
き
続

き
、
普
及
へ
向
け
た
施
策
を

実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

そ
れ
が
社
会
や
市
場
か
ら
き

ち
ん
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な

環
境
を
整
備
し
て
い
き
た

い
」、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
環
境
推
進
部

の
三
島
通
世
統
括
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
「
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令
な

ど
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
の
環
境
管
理
体
制
が
求
め

ら
れ
る
中
、
Ｅ
Ａ
21
な
ど
を

活
用
し
管
理
強
化
を
進
め
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
な
ど

と
期
待
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
二
日
目
に
は
、
産

業
廃
棄
物
処
理
業
者
、行
政
、

流
通
・
サ
ー
ビ
ス
業
、
判
定

委
員
会
及
び
地
域
事
務
局
な

ど
各
業
種
・
分
野
別
に
、
具

体
的
な
審
査
事
例
や
課
題
な

ど
を
議
論
。企
業
や
審
査
人
、

事
務
局
と
い
っ
た
関
係
者
が

意
見
交
換
し
、
改
善
点
を
話

し
合
っ
た
。

Ｅ
Ａ
21
の
認
証
・
登
録
件

数
は
先
月
末
現
在
、
八
八
一

件
に
上
る
。
そ
の
伸
び
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
や
ほ
か
の

中
小
企
業
向
け
簡
易
型
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
な

ど
に
比
べ
て
も
ハ
イ
ペ
ー
ス

で
、
最
近
で
は
京
都
府
や
滋

賀
県
な
ど
が
認
証
取
得
企
業

を
入
札
時
に
優
遇
し
た
り
、

長
野
県
が
事
業
税
を
減
免
す

る
な
ど
優
遇
措
置
を
取
る
自

治
体
も
目
立
つ
。
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
み
ず
ほ
と
い
っ
た

金
融
機
関
も
、
融
資
の
際
に

金
利
を
優
遇
。
産
業
廃
棄
物

業
者
の
優
良
化
事
業
な
ど
と

も
絡
ん
で
、
今
後
も
一
層
の

普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

中
央
事
務
局
の
竹
内
恒
夫

事
務
局
長
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
す
る
点
で
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
と
は
異
な

る
。
取
引
先
か
ら
信
頼
を
得

た
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
か
ら
切
り
替

え
る
動
き
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
」
と
強
調
す

る
。昨

年
度
か
ら
は
、
自
治
体

単
位
で
参
加
企
業
が
一
斉
に

取
り
組
む
「
自
治
体
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」や
、

関
係
企
業
グ
ル
ー
プ
が
ま
と

ま
っ
て
取
り
組
む
「
関
係
企

業
グ
リ
ー
ン
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
も
展
開
。
今
年
度

は
、
自
治
体
や
各
業
種
向
け

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る

な
ど
普
及
の
た
め
の
環
境
整

備
を
進
め
て
い
く
方
針
。
森

下
研
次
長
は
「
八
月
末
に
認

証
件
数
が
九
五
〇
件
に
、
九

月
に
は
一
〇
〇
〇
件
に
達
す

る
だ
ろ
う
」
と
見
込
む
。

た
だ
、
大
会
を
通
じ
て
、

「
大
企
業
な
ど
の
信
頼
を
得

て
い
く
た
め
に
は
審
査
の
質

を
維
持
し
続
け
る
こ
と
が
大

切
。
ま
た
企
業
も
、
規
定
さ

れ
た
項
目
だ
け
を
金
科
玉
条

に
す
る
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
そ
れ
を
越
え
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
」（
後
藤

氏
）、「
普
及
に
は
取
り
組
み

の
直
接
的
な
効
果
だ
け
で
な

告
な
ど「
管
理
活
動
コ
ス
ト
」

の
九
五
億
円
、
リ
サ
イ
ク
ル

関
連
費
用
な
ど
「
上
・
下
流

コ
ス
ト
」
の
三
一
億
円
な
ど

が
続
い
た
。

ま
た
、
そ
れ
ら
に
よ
る
経

億
円
だ
っ
た
。
同
社
の
売
上

高
の
二
・
三
％
に
相
当
す
る

と
い
う
。
環
境
省
の
分
類
に

よ
る
と
、
こ
の
う
ち
「
研
究

開
発
コ
ス
ト
」
の
一
九
一
五

億
円
が
最
も
多
く
、
環
境
広

申
し
込
み
出
足
好
調

東
商
の
ｅ
ｃ
ｏ
検
定

北
京
に
駐
在
員
事
務
所

日
中
環
境
協
力

支
援
セ
ン
タ
ー

昆
虫
力

赤
池
　
学
　
著

関
係
者
一
堂
に
活
発
な
議
論
展
開

エコアクション21エコアクション21

山形市で盛大に開催

関係者ら約300名が一堂に会し、
今後の役割などについて議論した

産廃業者の優良化など絡み――――

今後一層の普及へ
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事業者の認証・登録件数の推移 

体制整備進む自治体 体制整備進む自治体 10
期
25
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

「
環
境
と
経
営
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト
レ
ン
ド
研
」

社
会
経
済
生
産
性
本
部
が
開
催

アスベスト分析 アスベスト分析 

人
事
異
動

人
事
異
動 

人
事
異
動 

八
月
二
日
付

２
面
の
「
ソ
ニ

ー
が
環
境
中
期
目
標
」
の
記

事
中
、
二
〇
一
〇
年
度
末
ま

で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
の
目
標
は

二
〇
〇
〇
年
度
比
七
％
削
減

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。
な
お
、
五

〇
％
削
減
は
、
事
業
所
に
お

け
る
排
出
量
（
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
に
よ
る
も
の
を
除
く
）

の
目
標
で
す
。

訂
正

前
号
ま
で
連
載
で
紹
介

し
た
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
箱

根
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
一
青
窈
さ
ん

も
参
加
し
た
。

代
表
幹
事
の
山

本
良
一
東
京
大

学
生
産
技
術
研

究
所
教
授
と
は

雑
誌
の
対
談
が

縁
。
山
本
教
授

が
関
係
す
るThink

the
Earth

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

写
真
集
『
百
年
の
愚
行
』

を
見
て
会
い
た
い
と
思
っ

た
と
い
う
。

対
談
の
中
で
「
小
さ
な

新
境
地
を
期
待

き
っ
か
け
で

も
、
ま
ず
自
分

が
何
か
化
学
反

応
を
起
こ
し
た

こ
と
か
ら
考
え

て
い
き
た
い
」

と
一
青
さ
ん
。
自
然
発
生

的
な
エ
コ
意
識
の
連
鎖
・

共
振
を
目
指
す
野
外
音
楽

イ
ベ
ン
ト
「apbankfes
」

で
は
今
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
地
雷
で
足
を
失
っ
た
人

や
一
三
歳
で
兵
士

に
な
っ
た
少
年
を

思
い
出
し
作
っ
た

新
曲
を
歌
っ
た
。

戦
争
、
テ
ロ
、

貧
困
、環
境
問
題
。

複
雑
だ
が
皆
つ
な

が
っ
て
い
る
。
君
の
大
き

な
目
の
中
に
映
っ
て
い
る

も
の
は
何
か
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
の
新
境
地
を

無
断
だ
が
期
待
し
て
い

る
。

（
工
藤
真
一
）

S
P
E
E
E
D
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
一
青
窈

ひ
と
と
よ
う

さ
ん

未来図 

環 環 境 境 
右は山本教授
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